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親子が学び合う
保護者参加型の授業参観
香川県さぬき市立志度小学校

24 Hop!　Step!　小学校英語！

学級担任だからできる役割を明確にし
ALTと連携する
栃木県足利市立けやき小学校

20 ベネッセのデータでみる子どもと教育

 

どこが難しい？「活用」を取り入れた授業
──読者アンケート結果を踏まえた課題と提案

 

「活用」の視点から授業を見直すことで
算数本来の授業に立ち返る
山梨大教育人間科学部　中村享史教授
横浜市教育委員会事務局　齊藤一弥首席指導主事
 誌上授業研究

「予想してから検証」の展開が
子どもの意欲を引き出す
山梨県大月市立大月東小学校　佐藤 拓教諭　●　山梨大教育人間科学部　中村享史教授
 授業研究会

既習事項を整理した
明確な問いづくりが思考を促す
神奈川県横浜市立釜利谷東小学校　●　横浜市教育委員会事務局　齊藤一弥首席指導主事
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連載

「活用」から見る
算数の授業

移行措置対応のポイント　第2回

 たか し

 かず や

課題と提案

提案〈理論編〉

提案〈実践編〉

提案〈実践編〉

 かま り や ひがし
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学
校
現
場
で
は
「
活
用
」
に
対
す
る
意
識
が
高
い
一
方
で
、

授
業
に
取
り
入
れ
る
難
し
さ
を
感
じ
て
い
る
教
師
は
多
い
よ
う
だ
。

今
号
で
は
、
二
人
の
識
者
が
、
算
数
に
お
け
る
活
用
の
考
え
方
を
整
理
す
る
と
共
に
、

そ
れ
ぞ
れ
若
手
教
師
の
授
業
を
指
導
。「
活
用
」
を
取
り
入
れ
た
授
業
づ
く
り
の
ポ
イ
ン
ト
を
具
体
的
に
示
す
。

移
行
措
置
対
応
の
ポ
イ
ン
ト　
第
2
回

活
用
か
ら
見
る

算
数
の
授
業

特集

Q 算数の指導について、不十分に感じているものはありますか
（複数回答・上位５項目）

活用型の指導
（既習の知識を基に新たなことを考えさせる、実生活と関連させるなど）

表現力を高める指導

習熟の遅い児童への手当て

習熟の早い児童への手当て

新しい（移行）単元に関する教材研究
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＊2009年４～５月実施『VIEW21』読者アンケート結果より。調査対象は、全国の『VIEW21』小学
版読者モニター（小学校教師）。実施時期は、２００９年４～５月。『VIEW21』小学版読者モニターへ
郵送にてアンケート用紙を配布。ファクスとインターネットで回収。有効回答数は７５。



課題

なぜ「活用」を算数の授業に取り入れるのが
難しいのですか？

概念や位置付けの難しさ

「活用力」のとらえ方がよく分からない

活用の前提として、まずは
全員の子どもに基礎・基本を
習得させることが必要

授業における実践の難しさ

思考力を身に付けさせる手立てが難しい

基礎・基本の定着に向けた指導に時間が掛かり、
活用について指導する時間が足りない

活用によって、基礎・基本の習得を確実にしていく方法は、
指導に時間が掛かる

「活用力」の大切さは理解出来るが、
現実には教科書に沿って

授業を進めることが中心になってしまう

教科書とは別の教材を用意する必要があるが、
そのようなカリキュラムがない

＊吹き出し内は読者アンケート（概要はP.1）とヒアリングの結果を抜粋

Q
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ど
こ
が
難
し
い
？
「
活
用
」を
取
り
入
れ
た
授
業

│
│
読
者
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
踏
ま
え
た
課
題
と
提
案

P.
１
に
あ
る
よ
う
に
、
小
誌
が
行
っ
た
読
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
不
十
分
に
感
じ
て
い
る
指
導
と
し
て
「
活
用
型
の
指
導
」
が
最
も
多
く
挙
げ
ら
れ
た
。

ま
た
、
自
由
記
述
で
の
回
答
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
か
ら
は
、「
活
用
」
を
指
導
に
取
り
入
れ
る
必
要
は
感
じ
て
い
な
が
ら
も
、

実
際
に
は
難
し
さ
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
れ
ら
の
声
に
対
し
て
、
今
号
で
は
理
論
と
実
践
の
両
面
か
ら
提
案
す
る
。

課
題
と
提
案



特集

移行措置対応のポイント
第 2 回

活用 から見る算数の授業

提案

〈理論編〉　概念や位置付け
「活用」のとらえ方と授業への取り入れ方を解説

〈実践編〉　授業における実践
教科書を基にした具体的な授業を、「提案〈理論編〉」に登場の
中村教授と齊藤首席指導主事による解説を交えて紹介

山梨大　中村享史教授　●　横浜市教育委員会事務局　齊藤一弥首席指導主事

誌上授業研究

大月市立大月東小学校　佐藤拓教諭
●

山梨大　中村享史教授

大月東小学校　佐藤拓先生の授業

新しい問題も、既習の知識や友だちの考えを基に
考えていける子どもの育成を目指し、
既習事項や数直線を活用して、

「小数倍」の意味を理解させる授業を提案

中村先生の分析と助言

良かった点の整理と共に、授業後に課題として出た
子どもが考える時間を確保しつつ、

授業時間を延ばさない方法、小数倍の意味を
子どもが考え、導き出すための方法を助言

「活用」は、算数科の目標の一部である、筋道を立てて考え、表現する能力の育成には欠かせない視点

授業研究会

横浜市立釜利谷東小学校
●

横浜市教育委員会事務局　齊藤一弥首席指導主事

釜利谷東小学校の授業

「この内容を使えば解ける」「もっと勉強したい」と
子どもがつぶやく授業を目指し、

既習事項を基に課題解決をし、学んだ内容の
良さや価値を実感させる授業を提案

齊藤先生の分析と助言

「問いの明確化」「しっかり習得し、活用する」
「共同思考を組み立てる」という
授業づくりのポイントから、

授業の場面ごとに具体的にコメント　

たか し かず や

かま り や ひがし

1

「活用」は「基礎・基本の習得」と両輪であり、「習得」が十分になってから「活用」へ、というものではない2

「活用」を取り入れた授業は、特別な教材を準備しなくても、教科書を基にして十分行える3

「活用」を目的にせず、「どのような子どもを育てるか」という観点から授業を組み立てることが必要4

「活用」を取り入れることで、主体的に学ぶ子どもが育ち、授業時間の短縮にもつながる5
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│
│
算
数
で
は
、「
活
用
」
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え

れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

中
村　

算
数
は
、
既
習
事
項
を
使
い
こ
な
す
、
す
な

わ
ち
「
活
用
」
し
な
が
ら
課
題
解
決
を
す
る
こ
と
で
、

新
し
い
見
方
や
考
え
方
を
獲
得
し
て
い
く
教
科
で

す
。
知
識
・
技
能
の
習
得
も
重
要
で
す
が
、
そ
れ
だ

け
が
目
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。課
題
解
決
に
必
要
な
、

思
考
力
や
判
断
力
、
表
現
力
な
ど
の
育
成
に
欠
か
せ

な
い
の
が
、
活
用
を
取
り
入
れ
た
授
業
で
す
。

齊
藤　

新
学
習
指
導
要
領
で
は
、
知
識
・
技
能
の
確

実
な
習
得
と
共
に
、
そ
れ
を
活
用
し
て
課
題
解
決
を

す
る
こ
と
に
よ
る
、
思
考
・
判
断
・
表
現
力
、
更
に

は
主
体
的
に
学
ん
で
い
く
力
の
育
成
が
重
要
視
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
知
識
・
技
能
を
習
得
さ
せ

る
こ
と
が
中
心
で
、
教
師
の
質
問
に
対
し
て
子
ど
も

が
機
械
的
に
答
え
る
と
い
う
算
数
の
授
業
が
、
少
な

か
ら
ず
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、そ
れ
で
は
、

中
村
先
生
が
話
さ
れ
た
よ
う
な
力
、
す
な
わ
ち
算
数

で
本
来
身
に
付
け
る
べ
き
力
は
育
ち
ま
せ
ん
。
国
が

そ
の
状
況
を
省
み
て
、「
活
用
と
い
う
視
点
を
大
切

に
し
て
、
算
数
に
本
来
期
待
さ
れ
て
い
る
授
業
に
立

ち
返
り
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
て

い
る
の
が
現
状
で
す
。
つ
ま
り
、
活
用
を
重
視
す
る

こ
と
は
新
し
い
取
り
組
み
で
は
な
く
、
も
と
も
と
算

数
に
必
要
と
さ
れ
て
い
た
指
導
と
い
え
ま
す
。

│
│
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
授
業
で
す
か
。

齊
藤　
「
授
業
を
ゼ
ロ
か
ら
つ
く
り
直
す
必
要
が
あ

る
」
と
思
っ
て
い
る
と
し
た
ら
、そ
れ
は
誤
解
で
す
。

今
の
教
科
書
を
基
に
し
て
、
少
し
工
夫
す
る
だ
け
で

も
活
用
を
取
り
入
れ
た
授
業
は
出
来
ま
す
。

中
村　

授
業
例
❶
の
「
分
数
の
わ
り
算
」
は
、
そ
の

好
例
で
す
。
教
科
書
に
あ
る
数
直
線
の
図
を
見
せ
る

だ
け
で
、
子
ど
も
自
身
に
作
成
さ
せ
な
い
先
生
も
多
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「
活
用
」の
視
点
か
ら

授
業
を
見
直
す
こ
と
で

算
数
本
来
の
授
業
に
立
ち
返
る 

算
数
の
授
業
で
は
な
ぜ
「
活
用
」
が
大
切
な
の
か
。

算
数
で
求
め
ら
れ
る
「
活
用
」
に
つ
い
て
、
算
数
の
指
導
に
詳
し
い
二
人
の
識
者
に

「
活
用
」
を
取
り
入
れ
た
授
業
例
を
示
し
な
が
ら
、
解
説
し
て
い
た
だ
い
た
。

山
梨
大
教
育
人
間
科
学
部

中
村
享た

か

史し

教
授

横
浜
市
教
育
委
員
会
事
務
局

齊
藤
一か

ず

弥や

首
席
指
導
主
事

算
数
に
お
け
る
「
活
用
」
と
は
？

算数における「活用」とは？
◎算数科の目標の一部の、筋道を立てて考え、表現する能力の育成のため
には、おのずと「活用」を取り入れた授業が求められる。今の指導方法や教
科書の利用の仕方を少し工夫するだけで、このような授業は可能となる

「習得」が十分でなければ
「活用」は出来ない？
◎「活用」は基礎・基本の「習得」がなければ出来ないものではない。活
用の過程でより確かな習得が図れるなど、両者は連携している 

「活用」を取り入れる効果と
授業づくりの観点は？
◎「活用」自体を目的にせず、「どのような子どもを育てるか」という観点
から授業を組み立てることが必要。このような授業により、主体的に学ぶ
子どもが育つだけでなく、結果的に授業時間の短縮にもつながる

P.4

P.7

P.9

ポイント

提
案
〈
理
論
編
〉



特集

移行措置対応のポイント
第 2 回

活用 から見る算数の授業

い
よ
う
で
す
が
、
数
直
線
は
数
感
覚
を
身
に
付
け
る

に
は
非
常
に
有
効
で
す
。
こ
の
例
で
は
、
数
直
線
の

作
図
を
通
し
て
、
整
数
や
小
数
で
学
ん
だ
こ
と
が
分

数
に
も
通
じ
る
こ
と
を
理
解
さ
せ
、
数
の
広
が
り
を

実
感
さ
せ
て
い
ま
す
。
更
に
、
分
数
の
わ
り
算
の
学

習
で
最
大
の
壁
と
な
る
「
な
ぜ
分
母
と
分
子
を
ひ
っ

く
り
返
し
て
か
け
る
の
か
」
と
い
う
疑
問
の
解
消

に
も
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

齊
藤　
「
分
数
の
わ
り
算
の
指
導
に
、
な
ぜ
こ
れ
ほ

ど
時
間
を
掛
け
る
の
か
」
と
思
う
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
確
か
に
技
能
の
習
得
だ
け
な
ら
、
解
き
方
を

教
え
、
計
算
練
習
を
さ
せ
る
ほ
う
が
早
い
で
し
ょ

「活用」の視点を取り入れた授業例❶

分数のわり算（６年生）

・整数や小数で学んだ比例関係が分数にも通じることを理解させ、数の広がりの不思議さを実感させる。
・数感覚や筋道を立てて考える態度を育てる。

ねらい

単元

問題　　分間で　リットルの水が入る時、1分間で何リットルの水が入るかを求める

式を作る。
展開

ＮＧ例 分数のわり算の意味が分からずに、計算の形式的手続きのみが出来るようになる

逆数をかけていることと同じだと分
かり、分数のわり算では、なぜ分子
と分母を逆にしてかけるかがイメー
ジ出来る

数直線を用いれば、数量の関係を
頭の中で具体的にイメージ出来、比
例関係などの既習内容を活用しな
がら立式や計算方法について習得
出来る

❶分かっていることを基に数直

線を作る（分からないところは

□）。時間が　倍のため（1×

　＝　）、水の量も　倍に

なることが分かる（□×　＝

　）。この式を変形すると□を

求められる。

❷時間の数直線上の　を半分

にすると（２でわると）　にな

る。これに対応する分量は

（　÷2）で表せる。

　　 を３倍すると１になるので、

（　÷２）を３倍すると□を求

められる。

❸時間の数直線上の　を３倍

すると２になる。これに対応す

る分量は（　×3）で表せる。

　２を半分にすると（２でわる

と）1になるので、（　×3）を

２でわると、□を求められる。

（ℓ）
（分）

３
4

2
3

2
3 1

×

2
3×

（ℓ）
（分）

３
4

1
3

３
4

３
4

2
3

2
310

0

0

0

0

0

21

2÷ ３
4 3×

2÷

2÷
3×

3×

3×

3×
2÷

（ℓ）
（分）

2÷

３
4

2
3

３
4

÷

2
3

3
4
1
3
3
4

3
4

3
4

1
3

2
3

2
3

3
4

2
3

2
3

2
3
2
3

3
4

2
3

□＝ ３
4

３
4÷2×3＝ × 32□＝ ３

4
３
4×3÷2＝ × 32□＝

更に数直線を活用すると…

②の式と同じになると分かる
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●右　なかむら・たかし◎東京学芸大大学院教育学研究科数
学教育専攻修了、東京学芸大附属世田谷小学校教諭を経て
現職。『小学校学習指導要領解説算数編』作成協力者。日本
数学教育学会（常任理事）、日本科学教育学会などの会員。
全国の学校現場を回り、授業指導も行う。主著に『数学的
な思考力・表現力を伸ばす算数授業』（明治図書）など。

Profile

＊授業例①～④は、中村先生・齊藤先生が提案した内容を編集部がまとめた

●左　さいとう・かずや◎横浜国立大教育学部卒業。横浜市
立小学校教諭を経て横浜市教育委員会事務局へ。『横浜版
学習指導要領』策定、横浜型小中一貫教育推進、授業改善
支援センター企画・運営を担当する一方、これまでに指導
した授業は1400を超える。編著書に、『これ１冊でわか
る活用型学力のすべて』（共著、ぎょうせい）。



う
。
し
か
し
、
こ
こ
で
の
ね
ら
い
は
、「
数
感
覚
を

身
に
付
け
る
と
共
に
根
拠
を
明
ら
か
に
し
、
筋
道
を

立
て
て
考
え
る
力
を
育
成
す
る
こ
と
」に
あ
り
ま
す
。

本
来
の
ね
ら
い
を
達
成
す
る
に
は
、
活
用
と
い
う
視

点
が
お
の
ず
と
含
ま
れ
る
こ
と
が
理
解
出
来
る
は
ず

で
す
。

中
村　

習
得
だ
け
を
重
視
し
た
授
業
は
、
教
え
込
め

ば
効
果
が
出
や
す
い
も
の
で
す
。
し
か
し
、
活
用
で

は
そ
う
し
た
教
え
込
み
は
無
意
味
で
す
。「
な
ぜ
そ

う
な
る
の
か
」「
他
の
問
題
で
も
使
え
る
の
か
」
と

い
っ
た
見
方
や
ア
イ
デ
ア
を
、
子
ど
も
自
身
に
考
え

さ
せ
、出
さ
せ
る
こ
と
が
何
よ
り
大
切
だ
か
ら
で
す
。

齊
藤　

例
え
ば
、
新
学
習
指
導
要
領
の
解
説
に
は
、

５
年
生
の
図
形
の
領
域
に
「
三
角
形
や
四
角
形
の
性

質
を
見
い
だ
し
、
説
明
す
る
こ
と
を
通
し
て
論
理
的

な
考
え
を
育
成
す
る
こ
と
が
大
切
」
と
書
か
れ
て
い

ま
す
。
授
業
例
❷
の
「
四
角
形
の
内
角
の
和
」
の
学

習
は
、
答
え
の
「
３
６
０
度
」
を
暗
記
さ
せ
る
だ
け

な
ら
５
分
で
す
み
ま
す
。
し
か
し
、
学
習
の
ね
ら
い

は
論
理
的
な
思
考
力
の
育
成
で
す
か
ら
、
既
習
内
容

で
あ
る
三
角
形
の
内
角
の
和
を
基
に
、
子
ど
も
自
身

に
演
繹
的
に
考
え
さ
せ
、
説
明
さ
せ
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

中
村　

こ
う
し
た
授
業
で
は
、
教
師
の
問
い
掛
け

が
鍵
を
握
り
ま
す
。
例
え
ば
、「
三
角
形
に
分
け
ら

れ
そ
う
だ
ね
」
と
ア
イ
デ
ア
を
直
接
伝
え
る
の
で
は

な
く
、「
前
に
似
た
よ
う
な
学
習
を
し
た
ね
」
な
ど
、

子
ど
も
の
発
想
を
引
き
出
す
よ
う
な
問
い
掛
け
を
し

て
、
子
ど
も
に
自
力
で
既
習
内
容
と
結
び
付
け
さ
せ

る
の
で
す
。

齊
藤　

確
か
に
、
問
い
掛
け
る
言
葉
は
重
要
だ
と
思

い
ま
す
。
ま
ず
何
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か

を
明
確
に
し
て
教
師
と
子
ど
も
で
共
有
し
、
既
習
の

内
容
に
結
び
付
け
た
ら
良
い
、
と
い
う
視
点
を
う
ま

く
提
示
出
来
れ
ば
、
子
ど
も
は
お
の
ず
と
活
用
し
ま

す
。
行
く
行
く
は
、
子
ど
も
自
身
で
こ
の
よ
う
に
考

え
ら
れ
る
よ
う
に
も
な
り
ま
す
。

図形の性質─四角形の内角の和（5年生）

・三角形の内角の和（180°）を基にして、四角形の和が360°になることを演繹的に説明させる。
・条件を変えながら、新しいものの見方にかかわろうとする態度を育てる。

ねらい

展開

図1 図1-2

図2 図3

図4 図5

問題　四角形の内角の和を求める。

ＮＧ例 三角形の内角の和は180°、四角形の内角の和は360°という知識や、角度を測り取る技能のみ習得する

❶図１で三角形の内角の和を確認する。図１－２の四角
形を比較して角が一つ増えたことを確認。

❷図１－２は二つの三角形から出来ていることから、四
角形の内角の和が360°であることを確認する。

❸分割方法を変更する
　「分割の方法が変わっても内角の和は360°になる
のだろうか？」と問い掛ける。
・図２のように対角線で分割すると、既習事項を使って
四角形の内角の和（360°）が求められる。
・図３のように、辺上に点Ｅを置くと三角形が三つにな
る。「半円部分に一直線（２直角）＝180°が余計に
加えられていること」を確認する。
・図４のように、点Ｅの位置を図形内に移動。「点Ｅの周
りに出来た円（360°）の角度が余計であること」を
確認する。図３と図４では、なぜ540°、720°になら
ないのかを説明させる。

❹和の求め方を比較する。三つの式を見比べ、どの式も
「180×2」になることに気付かせる。

❺図５のように点Ｅを図形外に移動し、発展的な場面
の解釈に挑戦させることも出来る。

以前に習得した内容が強化される

内角の和の学習過程でも、間違っている理由を問い掛けるこ
とによって、既習事項を用いながら間違いの根拠を判断し、
他者に論理的に説明する学習が出来る

A

B C

180°

A

D

B C

180°

A

D

B C

180°

180°

180×2=360° 180×3－180=360°
→180×（3－1）

A

D

B C

E
180°

180°

180°

A

D

E

E

B C

180°

180°

180°

180°

A

D

B C

180°

180°

180°

180×4－360=360°
→180×（4－2）

「活用」の視点を取り入れた授業例❷
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移行措置対応のポイント
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活用 から見る算数の授業

│
│
基
礎
・
基
本
の
習
得
が
不
十
分
だ
か
ら
、
活
用

に
は
進
め
な
い
と
い
う
声
も
聞
か
れ
ま
す
。

中
村　

そ
れ
は
誤
解
だ
と
思
い
ま
す
。
習
得
だ
け
、

あ
る
い
は
活
用
だ
け
の
授
業
は
あ
り
ま
せ
ん
。
活
用

と
習
得
は
、
互
い
に
補
完
し
合
い
な
が
ら
両
輪
と

な
っ
て
展
開
し
ま
す
。

齊
藤　

確
か
に
、活
用
は
独
立
し
た
も
の
で
は
な
く
、

習
得
と
連
携
し
て
い
る
と
い
う
視
点
は
、
授
業
づ
く

り
に
お
い
て
重
要
で
す
。

中
村　

授
業
例
❸
の
「
わ
り
算
の
筆
算
」
は
、
習
得

の
中
に
活
用
の
芽
を
見
い
だ
し
て
い
る
指
導
の
一
例

で
す
。
こ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
の
小
学
校
の
指
導
な
ど

で
も
用
い
ら
れ
て
い
る
筆
算
の
方
法
で
す
。
こ
の
よ

う
に
、
基
礎
・
基
本
を
培
う
計
算
練
習
で
も
、
子
ど

も
自
ら
が
考
え
、
考
え
た
こ
と
を
書
き
残
す
よ
う
に

指
導
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
文
字
と
し
て
残
る
こ

と
で
、
子
ど
も
自
身
が
考
え
た
こ
と
を
振
り
返
り
、

適
切
な
答
え
に
到
達
す
る
方
法
を
考
え
ら
れ
ま
す
。

自
分
が
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
を
意
識
出
来

る
と
共
に
、
自
分
の
考
え
方
を
説
明
す
る
時
の
記
憶

の
糸
口
に
も
な
り
、
表
現
力
の
向
上
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。
た
し
算
な
ら
繰
り
上
が
り
の
数
字
を
大
き
く

書
か
せ
る
、
か
け
算
な
ら
部
分
和
を
残
さ
せ
る
な
ど

も
同
様
の
手
法
で
す
。

齊
藤　

も
う
一
つ
、
習
得
と
活
用
が
密
接
な
関
係
に

あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
が
、
８
ペ
ー
ジ
の
授
業

例
❹
の
「
四
角
形
の
面
積
」
で
す
。
こ
の
指
導
は
ど

の
教
科
書
で
も
扱
わ
れ
る
素
材
を
使
っ
て
い
ま
す

が
、
素
材
の
組
み
合
わ
せ
方
を
工
夫
し
て
、
子
ど
も

が
面
積
を
求
め
る
際
の
簡
潔
な
方
法
や
、
一
般
性
の

高
い
方
法
を
見
い
だ
せ
る
よ
う
な
流
れ
に
し
て
い
ま

す
。
も
し
基
礎
・
基
本
に
不
安
が
あ
れ
ば
、
最
初
に

確
認
す
れ
ば
良
い
で
し
ょ
う
。
授
業
例
❹
で
は
、
最

初
に
最
も
基
本
的
な
長
方
形
の
面
積
の
求
め
方
を
確

認
し
て
い
ま
す
。
活
用
を
進
め
る
に
つ
れ
、
長
方
形

の
面
積
の
求
積
に
つ
い
て
の
習
得
も
深
ま
っ
て
い
き

ま
す
。
基
礎
・
基
本
を
活
用
す
る
場
面
が
用
意
さ
れ

「
習
得
」
が
十
分
で
な
け
れ
ば
「
活
用
」
は
出
来
な
い
？

わり算の筆算（4年生）

・３けた÷２けたのわり算の筆算を習得させる。
・数感覚を身に付けさせる。

ねらい

・計算過程でより適切な数値を見付けようとするなど、自分で考えることが活用につな
がる。基礎・基本を習得する過程にも個性があり、それを表現させることが重要。

「活用」となるポイント

展開

●通常の筆算

●アメリカなどでも使われている筆算で解く

問題　457÷18を筆算を用いて解く。

〈教師が分かること〉
18を10に近い数ととら
えているから、最初に
40と書いたのだろう。
20に近い数字ととらえ
ていれば、最初は20と
書くはずだ

「457に18がいくつ入っているか」というわり算の本質に近い形で考
えていくため、数感覚が身に付きやすい。子どもが考えた「40」や
「30」が商として大き過ぎても完全には消さずに残す。これにより、教
師は途中経過から子どものわり算への意識や数感覚を判断できる

457
36
  97
  90
    7

  25
18

457
720
540
360
97
72
25
18
  7

  25
18

  25

40
30
20

  4

  1
25

途中経過を消してしまうため、
思考のプロセスが残らない

大き過ぎた！

子どもの思考

まだ大き過ぎる！

ちょうど良かった！

合
計

●わり算が苦手な子どもがこの筆算で解くと…

〈教師が分かること〉
わり算は苦手だが、10
の計算には安心感を
抱いているようだ

考えたものの
合計が商になる

わり算の方法の習得が十
分でなかった子どもも、も
う一度この段階でわり算を
見直せば良い

457
180
277
180
  97
  36
  61
  36
  25
  18
    7

18
10

10

  2

  2

  1
25

10の計算なら出来るので……

子どもの思考

まだ10個分は取れそうだ

あと2個分は取れるだろう

もう2個分取ってみよう

あと1個分！

合
計

「活用」の視点を取り入れた授業例❸

単元
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れ
ば
、
子
ど
も
は
お
の
ず
と
活
用
す
る
。
活
用
す
れ

ば
、
更
に
基
礎
・
基
本
が
強
化
さ
れ
る
と
い
う
流
れ

で
、
学
習
が
展
開
し
て
い
く
の
で
す
。

中
村　

こ
の
よ
う
な
授
業
を
つ
く
る
に
は
、
教
師
が

単
元
の
つ
な
が
り
や
系
統
を
意
識
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。あ
ら
か
じ
め
既
習
と
未
習
の
内
容
を
整
理
し
、

「
こ
の
既
習
内
容
は
定
着
し
て
い
な
い
よ
う
だ
」
と

思
っ
た
ら
、
そ
の
場
で
確
認
す
れ
ば
良
い
の
で
す
。

齊
藤　

た
と
え
習
得
の
段
階
で
つ
ま
ず
い
て
も
、
活

用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
確
か
な
習
得
が
図
れ
る
こ
と

は
多
々
あ
り
ま
す
。
活
用
の
過
程
の
中
で
、
そ
の
都

度
基
礎
・
基
本
を
確
認
す
れ
ば
、
子
ど
も
は
「
以
前

に
習
っ
た
こ
と
を
使
え
ば
良
い
の
か
」
と
い
う
意
識

を
持
ち
、
学
ぶ
こ
と
の
良
さ
、
価
値
に
気
付
い
て
い

き
ま
す
。

中
村　

先
生
方
は
自
分
な
り
の
指
導
法
を
持
っ
て
い

ま
す
し
、
こ
れ
ま
で
と
少
し
視
点
の
異
な
る
考
え
方

を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
抵
抗
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
た
だ
、
常
に
日
々
の
授
業
を
振
り
返
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
教
師
同
士
で
指
導
法
や
子
ど
も
の
反
応

な
ど
に
つ
い
て
情
報
を
交
換
す
れ
ば
、
習
得
と
活
用

が
一
体
化
し
た
授
業
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
出
来

る
で
し
ょ
う
。

齊
藤　

知
識
を
伝
え
る
だ
け
で
は
、
子
ど
も
の
思
考

は
動
き
ま
せ
ん
。「
教
科
書
を
教
え
る
」
の
で
は
な

く
「
教
科
書
で
教
え
る
」
こ
と
が
大
切
で
す
。
教
科

書
の
素
材
を
う
ま
く
活
用
し
、
子
ど
も
の
思
考
を
促

す
指
導
に
す
る
と
い
う
、
指
導
方
法
の
工
夫
が
期
待

さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

四角形の面積（４年生）

展開 問題　長方形の一部が欠けた時の面積を求める。

6×7＝42

縦に分割　6×4＋3×3＝33
横に分割　3×4＋3×7＝33
全体から引く　6×7－3×3＝33
　
①縦に二つの長方形に分ける、
②横に二つの長方形に分ける、
③全体から欠けている部分を引く、
という三つの方法に気付かせる。

縦に分割
6×2＋3×3＋6×2＝33

横に分割
3×2＋3×7＋3×2＝33

全体から引く
6×7－3×3＝33

縦に分割
６×２＋２×３＋１×３＋６×２＝33

横に分割
2×7＋３×２＋１×7＋３×２＝33

全体から引く
6×7－3×3＝33

欠けている部分が移動しても、全
体から欠けている部分を引く方法
を使うと便利であることに気付か
せる。

6×7－3×3＝33
　
❹の場合と同じで、この図形
の面積は、全体から欠けてい
る部分を引けば良いことに気
付かせる。

今までの方法を使えるが、
式が長くなってしまう

教科書にはそれぞれの面積を求める問題として掲載されている。「一般性を発見する」
という育てたい力を明確にし、一連の流れで解くことで、活用の視点が盛り込まれる

この方法だけはどの形の
時も式が同じだ 

単純な長方形の面積の求積から始め
るため、算数が苦手な子どもも無理な
く学習を深められる。更に、ここでつ
まずく子どもには、２年生で習った
「まんじゅうの並べ方」などのかけ算
からもう一度意識させる

教師は、子どもから出された複数の
アイデアの中から「いつでも使える」
「簡潔」「明瞭」「的確」な方法を考
え出させるような問い掛けをする

・長方形の面積の求め方を活用する過程で、より簡潔な方法や一般性の高い方法を見いだし、そのわけを適切に表現させる。ねらい

・かけ算や面積の求め方をもう一度確認することが出来る。「習得」となるポイント

❶長方形の面積を求める。

❷黒い部分が欠けた長方形の面積を求める。

❸黒い部分が移動した長方形の面積を求める。

❹黒い部分が中に入った長方形の面積を求める。

❺更に発展させ、黒い部分が斜めになって
　中に入った長方形の面積を求める。

6cm

7cm

6cm

3cm

7cm

3cm

6cm

3cm 3cm

7cm

6cm

3cm

7cm

3cm

2cm2cm

6cm
3cm

1cm

7cm

3cm
2cm 2cm
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特集

移行措置対応のポイント
第 2 回

活用 から見る算数の授業

│
│
活
用
を
重
視
し
た
授
業
に
は
、
ど
の
よ
う
な
効

果
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

齊
藤　

教
育
上
の
効
果
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
素

養
を
身
に
付
け
た
子
ど
も
が
育
ち
ま
す
。
一
つ
目

は
、
既
習
内
容
を
基
に
自
力
で
課
題
解
決
が
出
来
る

こ
と
。
二
つ
目
は
、
学
ん
だ
こ
と
の
価
値
を
理
解
し

て
い
る
こ
と
。
知
識
・
技
能
の
内
容
だ
け
で
は
な
く
、

そ
の
働
き
や
ア
イ
デ
ア
の
良
さ
な
ど
を
知
っ
て
い
る

と
、
そ
れ
ら
を
基
に
深
く
思
考
出
来
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
三
つ
目
は
、
学
び
続
け
る
良
さ
を
理
解
し
て

い
る
こ
と
。
子
ど
も
が
自
ら
学
ん
だ
こ
と
を
活
用
し

て
課
題
を
解
決
す
る
と
い
う
体
験
は
、
最
終
的
に
は

主
体
的
に
学
ぶ
姿
勢
の
育
成
に
つ
な
が
り
ま
す
。

中
村　

習
得
の
み
の
学
習
に
は
個
別
の
知
識
を
集
め

る
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
活
用
を
取
り

入
れ
た
授
業
に
よ
っ
て
そ
れ
ら
が
互
い
に
結
び
付

き
、「
知
恵
」
に
変
わ
る
と
い
っ
て
良
い
で
し
ょ
う
。

こ
の
知
恵
が
思
考
力
や
判
断
力
、
表
現
力
と
な
り
、

日
常
の
問
題
を
も
解
決
す
る
力
を
も
た
ら
し
ま
す
。

齊
藤　

教
師
側
の
利
点
と
し
て
は
、
授
業
時
間
の
短

縮
に
つ
な
が
る
こ
と
で
す
。
活
用
を
取
り
入
れ
た
授

業
は
時
間
が
掛
か
る
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
そ
れ

は
違
う
と
思
い
ま
す
。
活
用
を
取
り
入
れ
た
授
業
が

う
ま
く
展
開
し
始
め
れ
ば
、
子
ど
も
か
ら
「
前
に
勉

強
し
た
こ
と
だ
よ
ね
」「
そ
れ
は
も
う
分
か
っ
て
い

る
よ
」と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

そ
う
な
れ
ば
、
新
た
な
単
元
に
入
る
度
に
ゼ
ロ
か
ら

教
え
る
必
要
が
な
く
な
っ
て
い
く
の
で
す
。

中
村　

私
も
同
じ
意
見
で
す
。
今
後
は
算
数
の
学
習

内
容
が
増
え
ま
す
か
ら
、
知
識
を
伝
え
る
だ
け
の
授

業
で
は
時
間
が
足
り
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
つ

な
が
り
を
重
視
し
た
指
導
が
必
要
で
す
。

齊
藤　

授
業
の
効
率
化
に
よ
っ
て
生
じ
た
時
間
は
、

遅
れ
が
ち
な
子
ど
も
に
手
厚
い
手
立
て
を
講
じ
た

り
、
書
か
せ
た
り
す
る
指
導
に
費
や
す
と
良
い
と
思

い
ま
す
。

│
│
活
用
を
取
り
入
れ
た
授
業
づ
く
り
の
ポ
イ
ン
ト

は
何
で
し
ょ
う
か
。

中
村　

重
要
な
点
は
四
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
目
は
、

「
根
拠
の
明
確
化
」
で
す
。
活
用
は
、
既
習
内
容
を

基
に
考
え
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。そ
の
授
業
で
、

ど
の
よ
う
な
既
習
内
容
が
思
考
の
根
拠
に
な
る
の
か

を
明
確
に
し
た
上
で
授
業
を
組
み
立
て
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
二
つ
目
は
、「
知
識
や
ア
イ
デ
ア
の
再
構

成
」
で
す
。
子
ど
も
か
ら
出
て
き
そ
う
な
ア
イ
デ
ア

が
ど
の
よ
う
に
つ
な
が
る
の
か
、
見
通
し
を
立
て
て

お
い
て
く
だ
さ
い
。三
つ
目
は
、「
多
様
性
と
整
合
性
」

で
す
。「
複
数
の
事
象
に
共
通
す
る
も
の
は
何
か
」「
同

じ
方
法
を
試
す
こ
と
が
出
来
る
か
」
と
い
っ
た
視
点

か
ら
、
共
通
性
や
整
合
性
を
探
っ
て
い
く
視
点
も
重

要
で
す
。
そ
し
て
四
つ
目
は
、「
統
合
・
発
展
」
で

す
。
例
え
ば
、
整
数
が
ど
の
よ
う
に
小
数
や
分
数
に

変
わ
っ
て
い
く
か
な
ど
、
新
し
い
見
方
や
考
え
方
を

獲
得
し
て
い
く
観
点
で
す
。

齊
藤　

子
ど
も
が
主
体
的
に
考
え
る
に
は
、
今
日
学

ん
で
い
る
授
業
の
流
れ
を
教
師
と
子
ど
も
で
共
有

し
、
問
い
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
ま
ず
必
要
で
す
。

中
村　

教
科
書
を
ど
の
よ
う
に
提
示
す
る
か
、
子
ど

も
に
教
え
る
内
容
と
考
え
さ
せ
る
内
容
を
峻

し
ゅ
ん

別
す
る

こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

齊
藤　

懸
念
す
る
の
は
、
子
ど
も
に
活
用
さ
せ
よ
う

と
意
気
込
む
あ
ま
り
に
、「
活
用
の
た
め
の
活
用
」

に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
で
す
。「
活
用
型
授
業
」
と

い
う
パ
タ
ー
ン
化
さ
れ
た
授
業
が
あ
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。活
用
を
取
り
入
れ
た
授
業
づ
く
り
に
は
、

「
ど
の
よ
う
な
子
ど
も
を
育
て
る
か
」
と
い
う
視
点

が
不
可
欠
で
す
。
新
学
習
指
導
要
領
の
ね
ら
い
を
基

本
と
し
な
が
ら
、
そ
の
学
校
の
子
ど
も
の
実
態
や
年

間
計
画
の
中
で
力
を
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
授
業
が

つ
く
ら
れ
て
い
く
の
で
す
。
ま
ず
は
、
育
て
た
い
子

ど
も
の
イ
メ
ー
ジ
を
明
確
に
す
る
こ
と
か
ら
、
活
用

を
取
り
入
れ
た
授
業
づ
く
り
を
始
め
て
み
て
く
だ
さ

い
。

「
活
用
」
を
取
り
入
れ
る
効
果
と
授
業
づ
く
り
の
観
点
は
？ 

授業づくりの
ポイントは、

次ページからの事例で
詳しく解説！

9 ［小学版］2009 Vol .2
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「
予
想
し
て
か
ら
検
証
」の
展
開
が

子
ど
も
の
意
欲
を
引
き
出
す

山
梨
県
大
月
市
立
大
月
東
小
学
校
佐
藤
拓
教
諭
●
山
梨
大
教
育
人
間
科
学
部

中
村
享た

か

史し

教
授

「
活
用
」
が
な
け
れ
ば
、
算
数
の
授
業
は
成
立
し
な
い―

大
月
市
立
大
月
東
小
学
校
の
佐
藤
拓
先
生
は
、
そ
の
よ
う
な
考
え

に
基
づ
い
て
問
題
解
決
型
の
授
業
に
取
り
組
む
。
子
ど
も
の
思
考
を
促
し
、「
活
用
」
さ
せ
る
指
導
の
流
れ
を
、

「
提
案〈
理
論
編
〉」（
P.
４
〜
）
に
登
場
の
山
梨
大
の
中
村
享
史
先
生
に
よ
る
解
説
を
交
え
て
紹
介
す
る
。

提
案
〈
実
践
編
〉

誌
上
授
業
研
究

校長◎鈴木英夫先生

児童数◎ 292 人　学級数◎ 14 学級（うち特別支援学級3）

所在地◎〒 401-0013　山梨県大月市大月 2-7-43

TEL ◎ 0554-22-1102

URL ◎ http://www.otsuki-higashi-e.ed.jp/

公開研究会◎ 2009 年度は予定なし

大月市の中心部に位置する、
1873（明治 6）年開校の
伝統校。研究主題は、「主
体的に学び、生き生きと活動
する子どもの育成」。算数を
始めとした各教科で、子ども
同士がかかわり合いながら学
びを深める授業の実践を目指
して研究に取り組む。

 S c h o o l  D a t a

　
「
算
数
は
、
複
数
の
知
識
や
見
方
、
考
え
方
の
関

係
性
を
考
え
な
が
ら
思
考
を
深
め
て
い
く
教
科
で

す
。
例
え
ば
、
小
数
の
学
習
で
は
、
整
数
に
関
す
る

既
習
内
容
を
広
げ
な
が
ら
理
解
し
て
い
き
ま
す
。
こ

う
し
た
過
程
こ
そ
、
算
数
に
お
け
る
活
用
と
と
ら
え

て
い
ま
す
」

　

大
月
東
小
学
校
５
年
生
担
任
の
佐
藤
拓
先
生
は

そ
う
語
る
。活
用
は
決
し
て
特
別
な
も
の
で
は
な
く
、

む
し
ろ
算
数
の
学
習
に
は
不
可
欠
の
要
素
と
と
ら

え
て
い
る
の
だ
。
こ
れ
は
、「
新
し
い
概
念
を
獲
得

す
る
際
に
は
、
既
習
の
知
識
や
見
方
、
考
え
方
が
必

ず
活
用
さ
れ
て
い
る
」（
佐
藤
先
生
）
と
い
う
考
え

に
基
づ
く
。

　

佐
藤
先
生
は
、
活
用
を
重
視
し
た
授
業
は
教
科
書

で
十
分
に
行
え
る
と
考
え
る
。
た
だ
、
教
科
書
は
あ

く
ま
で
も
「
授
業
の
流
れ
に
つ
い
て
の
一
つ
の
モ
デ

ル
」。
展
開
や
素
材
の
扱
い
方
を
工
夫
す
る
際
に
は
、

子
ど
も
の
ど
の
よ
う
な
考
え
方
を
育
て
る
た
め
に

書
か
れ
て
い
る
か
を
読
み
取
り
、
授
業
に
生
か
す
、

と
い
う
視
点
を
重
視
す
る
。

　

活
用
を
促
す
た
め
、
授
業
は
「
予
想
し
て
か
ら

検
証
」
と
い
う
問
題
解
決
型
の
展
開
が
多
い
。「
確

か
め
て
み
た
い
」「
ど
う
す
れ
ば
分
か
る
の
だ
ろ
う
」

と
い
っ
た
気
持
ち
を
起
こ
さ
せ
、
問
題
意
識
を
高
め

る
た
め
だ
。

　

検
証
の
過
程
で
は
、
自
分
の
考
え
と
友
だ
ち
の
考

え
を
比
較
し
な
が
ら
、
子
ど
も
が
皆
で
よ
り
良
い
も

の
を
考
え
て
い
く
こ
と
を
大
切
に
す
る
。
例
え
ば
、

「
○
○
さ
ん
の
意
見
を
ど
う
思
い
ま
す
か
」「
違
う
方

法
を
考
え
た
人
は
い
ま
す
か
」
と
、
子
ど
も
の
考
え

を
つ
な
ぐ
問
い
掛
け
を
多
用
す
る
。「
先
生
に
教
え

ら
れ
て
い
る
」
の
で
は
な
く
、「
友
だ
ち
と
一
緒
に

教
科
書
は
授
業
の
流
れ
の
モ
デ
ル
と

と
ら
え
、
展
開
や
素
材
を
工
夫

 

授業概要

● 若手の先生による
 活用の視点を含んだ
 授業へのチャレンジ

● 教科書を基に
 教材を工夫し、
 数直線を活用した授業

解説のポイント

●  子どもの考えを
  しっかり引き出すには
  どのようにすれば良いのか？

● 授業時間が
  長くならないようにするには、
  どのようにすれば良いのか？
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考
え
て
い
る
」
と
い
う
気
持
ち
に
さ
せ
る
の
が
ね
ら

い
だ
。

　

鈴
木
英
夫
校
長
も
、
共
同
的
な
学
び
の
大
切
さ
を

次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　
「
自
分
の
考
え
が
、
時
に
は
修
正
さ
れ
な
が
ら
も
、

皆
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
と
い
う
体
験
の
意
義
は
非

常
に
大
き
い
。
自
信
や
学
び
の
意
欲
を
育
む
な
ど
、

多
く
の
点
で
有
益
で
す
」

　

子
ど
も
の
考
え
を
板
書
す
る
際
は
、
発
表
者
の
名

前
を
書
き
添
え
る
。
皆
の
考
え
が
積
み
重
な
っ
て
授

業
が
進
む
こ
と
を
実
感
さ
せ
、
誰
の
考
え
に
影
響
を

受
け
、
自
分
の
考
え
が
最
後
に
ど
う
変
わ
っ
て
い
っ

た
の
か
を
振
り
返
ら
せ
る
の
が
目
的
だ
。
授
業
の
最

後
に
必
ず
書
か
せ
る
「
学
習
感
想
」
で
は
、「
○
○

さ
ん
の
説
明
で
○
○
に
つ
い
て
分
か
っ
た
」
と
、
友

だ
ち
の
考
え
に
触
れ
る
子
ど
も
が
多
い
。
子
ど
も
の

発
表
に
価
値
付
け
を
し
て
、「
自
分
の
考
え
が
認
め

ら
れ
た
」と
い
う
有
用
感
を
与
え
る
効
果
も
大
き
い
。

　

佐
藤
先
生
が
活
用
を
重
視
し
た
授
業
を
通
し
て

育
て
た
い
の
は
、「
一
見
分
か
ら
な
い
よ
う
な
問
題

も
、
既
習
の
内
容
を
基
に
考
え
て
い
け
ば
解
決
で
き

る
」
と
い
う
意
識
を
持
つ
子
ど
も
だ
。

　
「
新
し
い
問
題
に
出
合
っ
た
時
、
疑
問
を
持
ち
、

根
拠
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
疑
問
を
解
き
明
か
し

て
い
く
子
ど
も
を
育
て
た
い
。
自
分
一
人
で
分
か
ら

な
け
れ
ば
、
友
だ
ち
と
一
緒
に
考
え
れ
ば
良
い
と
い

う
こ
と
も
、
授
業
を
通
し
て
伝
え
た
い
で
す
」（
佐

藤
先
生
）

　

佐
藤
先
生
が
指
導
す
る
「
小
数
倍
」
の
授
業
の
流

れ
を
紹
介
す
る
（　

12
〜
13
）。
既
習
の
整
数
倍
や

小
数
、
数
直
線
な
ど
を
活
用
し
、
小
数
倍
の
意
味
を

考
え
さ
せ
る
の
が
授
業
の
ね
ら
い
だ
。

　

こ
の
授
業
も
問
題
解
決
型
の
展
開
で
、
冒
頭
で
12

ｍ
と
５
ｍ
の
リ
ボ
ン
を
提
示
し
、「
12
ｍ
は
５
ｍ
の

何
倍
か
」
と
ま
ず
予
想
さ
せ
る
。
筆
算
や
数
直
線
、

テ
ー
プ
図
と
い
っ
た
既
習
内
容
か
ら
子
ど
も
自
身

が
解
決
に
適
す
る
方
法
を
選
び
、
自
力
解
決
の
後
、

皆
の
考
え
を
比
較
検
討
し
て
共
同
で
思
考
を
深
め

る
。

　

指
導
案
は
、
佐
藤
先
生
が
教
科
書
の
内
容
を
一
工

夫
す
る
。
教
科
書
の
「
倍
を
表
す
数
値
」
は
「
２
・５

倍
」
だ
が
、
授
業
で
は
「
２
・
４
倍
」
を
用
い
た
。

　
「
小
数
第
１
位
が
５
と
な
る
場
面
は
、『
半
分
』『
２

分
の
１
』
と
と
ら
え
ら
れ
る
た
め
、
子
ど
も
は
理
解

し
や
す
い
。
半
面
、
０
・
１
単
位
の
小
数
に
意
識
が

向
か
ず
、
小
数
の
便
利
さ
や
必
然
性
を
感
じ
に
く
い

た
め
、『
２
つ
分
と
半
分
よ
り
少
し
小
さ
そ
う
』
と

考
え
ら
れ
る
２
・
４
を
選
び
ま
し
た
」（
佐
藤
先
生
）

　

比
較
検
討
の
場
面
で
は
、
数
直
線
を
用
い
た
考

え
方
に
重
点
を
置
く
。「
計
算
式
の
み
の
学
習
で
は
、

答
え
を
出
せ
る
よ
う
に
な
る
だ
け
。
比
例
関
係
を

表
す
の
に
適
し
た
数
直
線
を
使
い
、
整
数
倍
の
概

念
を
小
数
倍
に
も
広
げ
て
い
き
た
い
」
と
、
佐
藤

先
生
は
言
う
。
小
数
倍
の
意
味
を
深
く
理
解
さ
せ

る
こ
と
で
、
小
数
や
分
数
が
入
っ
た
乗
除
法
、
更

に
割
合
な
ど
、
そ
の
後
の
学
習
に
つ
な
が
っ
て
い

く
こ
と
も
念
頭
に
置
い
て
い
る
。

「
活
用
」を
取
り
入
れ
た

指
導
案
の
工
夫

大
月
市
立
大
月
東
小
学
校

佐
藤
拓Sato Taku

５
学
年
担
任

大
月
市
立
大
月
東
小
学
校
校
長

鈴
木
英
夫Suzuki Hideo

◎予想させたり、問題をノート
に書かせたりすることで、課
題を明確にしてから自力で解
決できた

◎比較検討の場面で、計算式や
数直線、テープ図、言葉など
多様な表現を活用している。
これは思考力の育成に有効

◎授業の最後に学習感想を書か
せて授業を振り返らせること
で、思考力や表現力の評価に
結び付くと感じる

P.

佐藤先生の授業 ＊指導の流れはP.12 ～ 13

◎既習の整数倍や小数の学習、
数直線を活用しながら、小数倍
の意味を考えていく

中村先生の着目点ねらい

◎「確かめてみたい」と思うように、
冒頭で何倍かを予想させる

◎小数を用いる便利さや必然性を
感じやすい「2.4」を扱う

◎小数倍の意味を理解するために
数直線を用いる

工夫点
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＊３つの板書の写真はウェブサイトで拡大してご覧いただけます　http://view21.jp/s9211/授業者佐藤拓先生　T：教師　C：児童

48分

53分

57分

まとめ

場面 授業の展開 中村先生の視点時間

Ｄくん「２倍から３倍まで５マスしかないから、１マスが 0.2 倍になる。
0.2倍が２つだから0.4になる」
T「どういうことか分かる？　 １マスが 0.2 で、５マスで１増えている。
その２つ分で 0.4 じゃないかということだね。１マスが 0.2 というのを、
もう少し分かりやすく目盛りを工夫出来る人はいないかな？」

Fさん　数直線に記入【数直線❹】
T「Fさんが何をしたか分かった人？　言葉で説明出来る人はいる？」
Eさん「0.2を0.1のところで切った」
T「つまり、Ｆさんは２から３の目盛りを細かくして１０等分にしたという
ことだね。すると、Ｄくんが□にしたのはいくつ目になる？」

Gくん「４つ目」
T「ということは、0.1 の４つ分で 0.4。だから２から 0.4 増えて、□は 2.4
ということが分かりそうだね。式の結果と数直線で考えたものが同じに
なったね。これからは数直線が使えそうかな。テープ図で迷っていた人
もいたようだから、次の時間にやってみよう」
　　　　　　　　方眼の 0.2 単位のマスを使って 2.4 がすぐに導き出され
ることは予測していた。更に小数への理解を深めさせるため、１０等分さ
せて0.1単位で考えさせたかったが、なかなか出てこなかった

T「今まで出た考えとか、迷ったこと、迷いがすっきりしたのであればどこ
ですっきりしたのかなど、授業の流れを思い出しながら学習の感想を書
いてください。友だちのアイデアについても書いてくださいね」

佐藤先生のねらい

　2.4 倍を子どもにとらえさせる方法
は、二つあった。
　一つは、0.2 を単位とする方眼に目
が向いてしまい、１０等分する発想が
出てこなかったので、黒板に直接数直
線をかいて、方眼を使わずに、数直
線のみで考えさせる方法。目測で
「2.4」「2.5」などを示すうちに、正確
な位置を出すために１０等分の発想が
出てくるだろう。
　二つ目は、授業ではあまり注目され
なかったＡくんの発言（比較検討２の
★）をここで取り上げ、「数直線上で
表すと、どうなる？」と聞く方法。Ａく
んは１０等分の発想を持っていたはず
である

学習感想を書かせることで、子どもの
理解の過程が分かる。この児童は、
最初は２．４を表す位置を迷っていた
が、友だちの話を聞いて、自分の理
解が進んだことを読み取ることが出来
た。特に、Ａくんの発言で１０等分す
る意味を理解出来たことが分かる

ある児童の学習感想
「私は位分けが思いつかなかったから、Ｄくんのやり方を見て、なるほど
と思った。私はテープ図をかいているとき少しまよってしまったけど、
ＤくんやＦちゃんのようにやれば答えが出ることがわかった。Ａくんの
説明で2.4はどんな数かということがわかった」

＊１　被除数を 10倍して計算、商を　　倍して答えを求める方法。位分けと共に、児童が名付けた

＊２　十の位と一の位に分け、それぞれをわり算して商を合計して答えを求める方法

【数直線❶】 【数直線❷】

【数直線❸】 【数直線❹】

＊図の赤字は①～④の各段階でかき加えられた部分

1
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特集

移行措置対応のポイント
第 2 回

活用 から見る算数の授業

5年生　単元名「小数倍」 ねらい 既習の整数倍や小数の学習、数直線を活用しながら、小数倍の意味を考えていく

0分

14分

27分

33分

37分

42分

45分

課題の把握

自力解決

比較検討１

比較検討２

場面 授業の展開 中村先生の視点時間

◎赤と黄色の２本のリボンを提示。長さを教えずに「黄色のリボンは赤の
リボンの何倍か」を予想させる。子どもは「3倍」「2倍」「2.5倍」と発言
◎次に数人の子どもが前に出て、リボンを動かして何倍かの見当を付ける。
子どもは「2個半くらい」「2.5倍」などと発言
　　　　　　　　リボンの操作を通して半分くらい余ることを実感させ、
「小数を用いると良さそうだ」という意識に向かわせる
T「何が分かれば調べられるかな」
C「長さ」「2本のリボンの長さ」

◎赤は 5ｍ、黄色は 12ｍであることを提示（リボンは共に縮尺したもの）。
自力解決に入る前に、答えを求める方法を皆で確認

T「何倍なのかはどのような方法で求められる？」
C「筆算」「テープ図」「数直線」「位もどし（＊１）」「位分け（＊２）」
T「どの方法を使っても良いです。ノートに問題文を書いたら、やってみて」
　　　　　　　　自分の得意な方法で答えを求めさせたい

T「どのように考えたのか、途中まででも良いので発表してください。まず、
式で考えた人がいると思うけど、どんな式になりましたか」

C「12÷5」
◎「12÷5」の答えを筆算、位もどし、位分けの計算方法を用いて皆で確認
　　　　　　　　どの計算方法も既習内容だが、計算のきまりを使う考え
方などは、今後の学習にもかかわる大切な考え方なので、あえて時間を
割いた

T「答えは 2.4 だから、2.4 倍で良さそうだね。2.4 倍とはどういう意味？
どういうこと？ 　2倍は2個分、3倍は3個分、では2.4倍といったら？」
Aくん「分数で考えて……2はそのままで、残りの0.4は1のうちの4つだか

　ら…1を10と考えると　 。2も、1を10と考えると　　になる」（★）

T「Ａくんは２と 0.4 に分けた。２はそのままなんだけど、0.4 を分数で考
えた。10個に分けたうちの４つ分が 0.4 というのがＡくんの考え。図で
説明を聞きたいのだけど、数直線をかいた人はいる？　Ｂさん、途中で
迷ったと言ってたけど、そこまでかいてごらん」

◎ここから子どもたちは、黒板と同じ数直線をノートにかく
　（黒板もノートも0.2単位の方眼状）
Bさん　数直線をかく【数直線❶】
T「Ｂさんがかいた順番を見た？」「そうだね、目盛りをかいて、数字の５
をかいた後、１をかいたね。12 までかいて迷ったということだけど、Ｂ
さんは何を迷ったと思う？」

Cくん「2ｍ余った」
T「図で言うとどこのこと？」→子どもが前に出て指さす
T「同じことをかいて迷った人いる？」→数人が挙手
T「では、迷った部分をどうすれば良い？」
Dくん「12mの下に何をかけばよいか分からないから……そこを□として」
　前に出て12mに対応する「倍」の線上に□をかく【数直線❷】
　数直線を指しながら「5×□で12になる」
T「5×□＝12 となる□を見付ける方法がありそうだね。数直線の中でう
まく見付ける方法はないかな？」

T「2の先を考えると、分かる場所はないかな？」
Eさん「15ｍの時、３倍になる」【数直線❸】
T「そうだね、そこは分かるね。２がここ、３がここなら、□は？」
T「２から□は、（方眼の）目盛りが2マス進んでいる……」
T「１マスはいくつかな？ ２から３までは５マスあるけど」

佐藤先生のねらい

佐藤先生のねらい

佐藤先生のねらい

長さを教えずに予想させたのが良い

既習内容なので、全員で方法を確認
する必要はなかったのではないか。そ
れぞれの子どもに任せれば、時間を３
分間程短縮出来た

「順番を見た？」「Ｂさんは何を迷った
と思う？」「２の先を考えると分かる
場所はないかな？」などの方法を問う
たり、子ども同士の言葉をつなぐ問い
掛けをしたりするのが良い。子どもは、
皆で数直線を作り上げていると感じな
がら作業をしたと思う

計算方法はすべて既習内容。時間短縮
のためにも筆算のみの確認で良かったの
ではないか。理解の遅れている子どもに
は、自力解決の時に支援する手もある

「2.4」という答えは、授業の中心になる
数直線の作成後に確認しても良かった

20
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佐
藤
先
生
が
授
業
の
「
要
」
と
考
え
て
い
た
、

２
・
４
の
意
味
を
深
く
考
え
さ
せ
る
場
面
で
は
、
子

ど
も
の
反
応
は
お
お
む
ね
予
想
通
り
だ
っ
た
。

　
「
わ
り
算
の
筆
算
は
既
習
事
項
で
す
か
ら
、
12
÷

５
の
式
か
ら
答
え
を
出
す
ま
で
は
順
調
で
し
た
が
、

２
・
４
の
意
味
を
数
直
線
で
表
す
場
面
で
、
ほ
と
ん

ど
の
子
ど
も
は
戸
惑
い
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
こ

の
迷
い
を
出
発
点
に
、
み
ん
な
で
考
え
て
答
え
を

導
き
出
す
過
程
を
通
し
て
、
理
解
が
深
ま
っ
た
と

考
え
て
い
ま
す
」（
佐
藤
先
生
）

　

数
直
線
の
作
成
自
体
は
、
整
数
の
学
習
の
頃
か

ら
続
け
て
い
る
た
め
、
戸
惑
う
場
面
は
な
か
っ
た
。

だ
が
、
２
倍
か
ら
３
倍
の
間
を
10
等
分
す
る
と
い

う
新
た
な
発
想
を
引
き
出
す
こ
と
に
予
想
以
上
の

時
間
を
要
し
、
結
果
的
に
授
業
時
間
が
延
び
た
こ

と
に
課
題
が
あ
る
と
い
う
。

　

鈴
木
校
長
は
「
子
ど
も
た
ち
の
学
び
合
い
が
成

立
し
て
い
た
」
と
、
授
業
を
評
価
す
る
。

　
「
全
員
か
ら
考
え
を
聞
こ
う
と
す
る
問
い
掛
け

や
、
黒
板
に
名
前
を
書
く
工
夫
に
よ
り
、
子
ど
も

は
自
分
だ
け
で
考
え
ず
、
皆
で
一
緒
に
考
え
よ
う

と
す
る
態
度
で
授
業
に
臨
ん
で
い
ま
し
た
。
こ
う

し
た
授
業
の
積
み
重
ね
が
子
ど
も
に
自
信
を
付
け

さ
せ
る
と
共
に
、
学
ぶ
こ
と
の
良
さ
や
楽
し
さ
を

感
じ
さ
せ
て
、
他
の
教
科
に
も
良
い
影
響
を
も
た

ら
す
と
思
い
ま
す
」

子
ど
も
の
考
え
を
引
き
出
し

学
び
合
い
の
授
業
を
つ
く
る

　

中
村
享
史
先
生
は
特
に
良
か
っ
た
点
を
三
つ
挙
げ

る
。

1
具
体
物
で
思
考
の
対
象
を
明
確
に
し
た

　

実
際
に
具
体
物
（
リ
ボ
ン
）
を
操
作
さ
せ
た
こ
と

で
、
学
習
の
基
本
事
項
で
あ
る
「
倍
」
の
概
念
が
明

確
に
な
っ
た
。
そ
の
際
、
長
さ
を
明
か
さ
な
か
っ
た

た
め
、
子
ど
も
の
思
考
が
よ
り
促
さ
れ
た
。

2
子
ど
も
が
数
直
線
を
道
具
と
し
て
使
い
こ
な
し

て
い
た

　

一
人
ひ
と
り
に
数
直
線
を
か
か
せ
て
理
解
を
深
め

て
い
た
。
特
に
、
教
師
と
の
や
り
取
り
を
通
し
て
子

ど
も
自
身
が
数
直
線
を
作
り
上
げ
て
い
く
プ
ロ
セ
ス

が
良
い
と
感
じ
た
。

3
子
ど
も
同
士
で
考
え
さ
せ
る
問
い
掛
け
を
し
て

い
た

　

教
師
が
一
方
的
に
教
え
る
の
で
は
な
く
、「
同
じ

よ
う
に
考
え
た
人
は
い
ま
す
か
」「
こ
の
続
き
が
言

え
る
人
は
？
」
な
ど
、
子
ど
も
の
発
言
を
つ
な
い
で

思
考
を
発
展
さ
せ
る
問
い
掛
け
を
重
視
し
て
い
た
。

　

活
用
の
視
点
か
ら
全
体
的
に
振
り
返
る
と
、「
指

導
案
に
は
子
ど
も
に
考
え
さ
せ
る
た
め
の
工
夫
が
散

り
ば
め
ら
れ
て
お
り
、
実
際
の
授
業
で
も
既
習
内
容

を
基
に
し
っ
か
り
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
思
考
力
や

表
現
力
の
育
成
に
つ
な
が
る
良
い
授
業
だ
と
思
い
ま

す
」
と
評
価
す
る
。

14［小学版］2009 Vol .2

教科書を基にする
◎活用といっても、特別な教材を用意する
必要はなく、教科書の素材で十分。ただし、
一工夫は必要です。数直線を作成させるなど、
子どもの思考を促す工夫を考えてください。

ノートには思考の流れを記録させる
◎単に板書を写させるだけではなく、自分の
考えや、良いと感じた友だちの考えをノートに
記録させることで、思考力や表現力が育ちま
す。板書も、思考の流れを表現するものに
変える必要があります。子どもの発言の脇に
名前を書き添えるなどの工夫を取り入れると良
いでしょう。

子どもに考えさせる問い掛けをする
◎問い掛けを見直して、教え込む指導から、
子どもに考えさせる指導へと変えていきましょ
う。子どもからアイデアを引き出し、共有させ
ていくことが教師の役割と言えます。

「学び合い」を重視した活動を取り入れる
◎子どもたちはお互いの意見を聞き合い、取
り入れ合う中で思考力や表現力を高めます。
最初はペアやグループ活動でも構いません。
共同で学び合う活動を定着させましょう。

中村先生からのアドバイス

「活用」を含む授業づくりのヒント

　メッセージをお寄せください

全国の先生方の授業改善の参考になればと、
授業の様子を公開してくださった大月東小学校
へメッセージをお願いします。指導の参考になる、
同じような課題に悩んでいるなどのご感想や、更
なる改善のご提案などご意見をお寄せください。
編集部より学校へお届けします。

◎下記サイトにアクセスするとメッセージフォーム
が表示されます。ご記入の上、送信ください。

http://view21.jp/s9212/



　
「
分
か
る
」「
面
白
い
」「
も
っ
と
勉
強
し
た
い
」。

釜
利
谷
東
小
学
校
で
は
、
す
べ
て
の
子
ど
も
が
そ
う

感
じ
る
よ
う
な
算
数
の
授
業
を
目
指
し
、
２
０
０
８

年
度
か
ら
校
内
研
究
に
取
り
組
む
。
中
心
テ
ー
マ
は

「
活
用
の
効
果
的
な
取
り
入
れ
方
」
だ
。
既
習
内
容

を
踏
ま
え
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
、
08
年
度
は
学
年

間
の
指
導
内
容
の
系
統
の
確
認
を
進
め
た
。

　

２
年
生
担
任
の
藤
本
光
子
先
生
は
、「
う
ま
く
活

用
し
た
子
ど
も
は
『
１
年
生
の
内
容
を
使
え
ば
簡
単

に
解
け
る
ね
』
な
ど
と
つ
ぶ
や
き
ま
す
。
指
導
案
の

検
討
は
、『
ど
の
よ
う
な
つ
ぶ
や
き
を
聞
き
た
い
か
』

と
い
う
視
点
を
重
視
し
て
い
ま
す
」
と
話
す
。
研
究

授
業
を
担
当
し
た
中
嶋
千
景
先
生
は
、「
皆
の
意
見

を
参
考
に
し
て
指
導
案
を
作
っ
た
ら
、
普
段
よ
り
も

子
ど
も
の
反
応
が
良
か
っ
た
。
今
後
の
課
題
も
明
確

に
な
り
ま
し
た
」
と
言
う
。

　

齊
藤
一
弥
先
生
の
「
算
数
で
国
語
を
教
え
る
気
持

ち
で
」
と
い
う
指
導
に
従
い
、
思
考
過
程
や
結
果
を

自
分
の
言
葉
で
説
明
す
る
学
習
も
重
視
。
研
究
主
任

の
田
名
部
和
美
先
生
は
「
表
現
す
る
こ
と
で
、
自
分

の
思
考
を
振
り
返
る
よ
う
に
な
る
と
同
時
に
、
友
だ

ち
の
思
考
へ
の
関
心
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
」と
喜
ぶ
。

　

算
数
の
充
実
の
先
に
は
「
生
き
る
力
」
の
育
成
を

見
据
え
る
。
校
長
の
上う

え

桺や
な
ぎ

貴
義
先
生
は
、
次
の
よ

う
に
語
る
。

　
「
授
業
中
の
ひ
ら
め
き
や
発
見
を
通
し
て
得
ら
れ

る『
自
分
の
中
に
新
し
い
考
え
方
が
生
ま
れ
た
』と
い

う
感
覚
は
、
自
信
や
学
習
意
欲
の
向
上
に
つ
な
が
り

ま
す
。
そ
の
積
み
重
ね
が
主
体
的
な
学
び
、
更
に
は

社
会
を
生
き
て
い
く
力
に
結
び
付
く
と
考
え
ま
す
」

　

次
ペ
ー
ジ
か
ら
、
日
々
研
究
を
重
ね
る
同
校
の
授

業
研
究
会
の
様
子
を
紹
介
す
る
。

活
用
の
視
点
か
ら
授
業
を
改
善
し

「
生
き
る
力
」
の
育
成
を
目
指
す

既
習
事
項
を
整
理
し
た
明
確
な

問
い
づ
く
り
が
思
考
を
促
す

神
奈
川
県
横
浜
市
立
釜か

ま

利り

谷や

東ひ
が
し

小
学
校
●

横
浜
市
教
育
委
員
会
事
務
局

齊
藤
一か

ず

弥や 

首
席
指
導
主
事

横
浜
市
立
釜
利
谷
東
小
学
校
で
は
、「
活
用
」
の
視
点
も
含
め
た
「
確
か
な
学
び
」
を
主
題
に
授
業
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

二
人
の
若
い
先
生
が
授
業
提
案
を
行
い
、「
提
案〈
理
論
編
〉」（
P.
４
〜
）
に
登
場
の

横
浜
市
教
育
委
員
会
の
齊
藤
一
弥
先
生
が
指
導
さ
れ
た
、
研
究
会
の
様
子
を
紹
介
す
る
。

 

授業概要

● 算数の専門ではない先生の、
 活用の視点を含んだ授業
 へのチャレンジ

●「１年生で習った１５－８の計算」
「単位量あたりでの比較」を

 活用した授業

指導のポイント

●  子どもから
  想定した声が出ない場合は
  どのようにするのか？

●「単位量あたりの大きさ」で
  最も大切な
  指導事項は何か？

校長◎上桺貴義先生

児童数◎ 386 人　学級数◎ 14 学級（うち個別支援学級 2）

所在地◎〒 236-0042　神奈川県横浜市金沢区釜利谷東 2-12-1

TEL ◎ 045-783-9398

URL ◎ http://www.edu.city.yokohama.jp/sch/es/kamariyahigashi/

公開研究会◎ 2009 年度は終了

◎ 1979（昭和５4）年開
校。学校マニフェスト（中
期学校運営計画）では、
「確かな学力定着のため
の授業改善・指導の充実」
などを宣言。2008 年度、
「一人ひとり確かに学び、
互いの考えを認め合う子どもの育成」を目指し、算数科の校内研
究を始めた。

 S c h o o l  D a t a

授
業
研
究
会

提
案
〈
実
践
編
〉
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研究授業

ねらい
十進位取り記数法に基づい
て計算していることに着目し
て、繰り下がりのある減法計
算の仕方を理解する。

工夫点
◎１年生で学習した「15ー8」から始める。この計算を使
えば、より大きな数のひき算も解けることを理解させる。
◎算数ブロックの操作を通し、ひっ算の考え方の基となる、
10のまとまりの処理の仕方を理解させる。

1 ２年生 単元名「ひき算のひっ算」
授業者：藤本光子先生

1  課題の提示
2  「15ー8」の立式
「10ー8+5」「15ー5ー3」と考えると答えが出せること
を確認する。
3  「25ー8」の立式
25を「15と10」に分解して「15ー8」を作れば、未
習である「25ー8」が解けることを実感させる。一の位

同士の計算が出来ない場合は、十の位から10のまとまり
を持ってきて15を作れば良いことを、算数ブロックと、数
を分けて計算する「スペシャル式」を使って理解させる。
4  「45ー8」の立式
　と同様に、「15ー8」を作れば良いことを、算数ブロッ
クとスペシャル式を使って理解させる。
5  まとめ

指導の流れ

さんちゃんは、チョコレートを（１５・２５・４５）こもっています。
８こをすうちゃんにあげました。のこりはいくつですか。

しき

こたえ

けいさん
のしかた

しき

こたえ

けいさん
のしかた

3

一

十 一

2

1

しき

こたえ

けいさん
のしかた

4

一

十 一

5

一

十
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実際の授業で難しかったこと
◎「25ー8」を解く際に、25を「15と10」に分けて「15ー
8」にする考え方が、子どもからなかなか出てこなかった。

◎計算は出来ていても、10のまとまりをバラバラにして
「15」を作るという算数ブロックの操作をスムーズに出
来ない子どもが多かった。

齊藤先生の着目点
◎これまでに身に付けた知識・技能を活用して課題を解
決するという文脈がはっきりしていた。

◎教科書の展開にはない、「15ー8」の振り返りから導
入した点は、教科書の素材を教師なりにアレンジした
「教科書で教える」指導の好例と言える。

＊ウェブサイトでは写真を拡大してご覧いただけます。http://view21.jp/s9213/



特集

移行措置対応のポイント
第 2 回

活用 から見る算数の授業

研究授業

ねらい
異種の２量を比べる際に、単
位量あたりの大きさで比べ、
問題を解決することが出来
る。

工夫点
◎子どもが関心を持てるように、修学旅行の場面から、
単位量あたりで比べる必要がある課題を設定した。

◎課題をイメージしやすいよう、畳サイズの新聞紙を用意。
◎計算に時間が取られないように計算機を使用した。

2 6年生 単元名「単位量あたりの大きさ」
授業者：中嶋千景先生

1  課題の提示
まず10畳の部屋しかない場合を想定して人数を20人と
して計算し、「１人あたり」「１畳あたり」の考え方を確認。
2  答えの予想
６畳部屋を加え、各部屋に何人が泊まれば平等かを予想。
3  自力解決・共同思考
　で出た「１０人と9人」「１２人と7人」「１３人と6人」
の案で、込み具合が同じになる分け方を考える。その後、

教師が子どもから考え方や式、答えを引き出して共同思考
を進めた。まず「○畳÷○人＝１人あたりの面積」「○
人÷○畳＝１畳あたりの人数」の考え方で分け方を確認。
「それ以外」として１９人で16 畳の部屋に泊まる場合を
想定し、「１畳あたりの人数（19÷16＝1.1875）」「１
人あたりの広さ（16÷19＝0.8421）」を算出。この
数値を基にした計算で、「１２人と７人」と答えを確認。
4  まとめ

指導の流れ

修学旅行で男子 19人が泊まる部屋は
10畳

じょう

と６畳です。どのように人数を分けますか。
1
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2

こみぐあいが同じになる分け方を考えよう3

4

2

実際の授業で難しかったこと
自力解決の際、機械的に計算するだけで、「単位量あた
りの大きさの比較」という意味を十分に理解していない子
どもがいた。

齊藤先生の着目点
◎課題を２段階にして提示したことで、込み具合をそろえ
ることに関心が高まった。
◎まず単位量あたりの大きさを直感的に予想させて、計算
で確かめる展開は、直感を論理的に説明するという学
び方に有効だと感じた。

○ ○ ○

＊ウェブサイトでは写真を拡大してご覧いただけます。http://view21.jp/s9213/



  のための３つの観点 －「習得」と「活用」を両輪とした授業づくり－
講師：齊藤一弥先生
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2 3 しっかり習得し、
 基礎・基本を活用する

既習内容を活用して新たな問題を解決出来ることに気付か
せて取り組ませると、これまでの学習が役立つことを実感
し「今学んでいる内容も次の学習に生かせる」という前
向きな態度が生まれる。既習内容を振り返ることで、基礎・
基本の習得が深まる

授業を分析

２年生
●既習事項の再確認 P.16 2

初めに1年生で学んだ「15ー8」を皆で解いたのは良い試みだった。
習得しきれていなかった子どもも安心して学習に加わっていた。この方
法は習熟度の差を解消するためには非常に有効な手立て

■模範を示す　P.16 3

「25ー8」を解く際、子どもから「10と15に分ける」という発想を引
き出すのに予定の倍以上の時間がかかった。すぐに出ない時は、模
範をまず示す。いたずらに時間をかけずに「方法としての知識」として
教えるべき

●学んだことの価値付け　P.16 3  4
これまでの学習内容を活用すれば、「25ー8」「45ー8」が解けると
いう実感を持たせることを大切にしていた。こうした授業により、子ども
は新たに学んだ内容を次に生かせるようになる

6年生
■計算などの手続きの意味理解　P.17 3

自力解決の場面では、機械的に計算するだけで、答えの意味を理解し
ていない子がいた。この単元のねらいは、わり算を活用して単位量あ
たりの大きさを比較し、わり算や商の意味・価値を理解すること。一連
の計算によって分かることなど、答えの持つ意味をノートに書かせれば、
わり算への理解が深まり、根拠を明らかにして自分の考えを説明する力
が育つ

■答えの値と現実をつなぐ　P.17 3

1 畳あたりの人数は1.16 人など、現実にはあり得ない数が出る。これ
を当たり前のこととしてとらえず、丁寧に意味を説明しなければ、現実
と抽象をスムーズに結び付けられずに理解出来ない子どもが出てしまう

 共同思考の組み立て方を考え、
 子どもの思考過程を視覚化する

問題解決の過程で子どもから出た思考やアイデアを板書し
て視覚化したり、つなぎ合わせたりすることで、授業のね
らいとなる法則の発見などをさせる。子どものアイデアを
教師が価値付けることで、子どもの自己有用感や学習意欲
の向上にもつながる

授業を分析

２年生
■共通のアイデアへの着目　P.16 3  4
「25ー8」「45ー8」という異なる場面を扱った理由を、もっと明確に
すべき。「何が似ているか」と問い掛け、数字は異なるが、実は同じ
計算方法で答えを出せることにはっきりと気付かせたい。違ったものの
中に共通する考え方を見付けさせるのは、非常に大切な学習であり、
根拠を明らかにして説明するという算数的な思考力・表現力の育成に
つながる

■視覚化の工夫　P.16 3  4
「15ー8」「10のまとまりをバラバラにして」など、大切なことは色チョー
クで書くと良い。理解の早い子どもは「色が付いているから大事なんだ
な」と気付くので、それを皆で共有していく

6年生
●子どもの発言を生かす　P.17 3

一つの予想に対する数字が出た時、子どもから「10畳に１１人、６畳
に８人の場合など、すべての組み合わせが出なければ比較出来ない」
という良い発言があり、共同思考が深まった

授業後、知識・技能の習得とその活用を両輪とした「確
かな学び」のための授業づくりというテーマで研究会
が行われた。齊藤先生は、藤本先生と中嶋先生の授
業について、これまで学んだことを活用して問題解決
する授業に挑戦したことや、子どもの思考過程を丁寧
に板書していたことが良かったと評価した上で、３つの
観点から授業の分析を行った。
●…良かった点
■…改善のアドバイス



特集

移行措置対応のポイント
第 2 回

活用 から見る算数の授業

横
浜
市
立
釜
利
谷
東
小
学
校

中
嶋
千
景Nakajim

a Chikage

６
学
年
担
任

横
浜
市
立
釜
利
谷
東
小
学
校

藤
本
光
子Fujim

oto M
itsuko

２
学
年
担
任

横
浜
市
立
釜
利
谷
東
小
学
校

田
名
部
和
美Tanabe Kazum

i

１
学
年
担
任
。
研
究
主
任

横
浜
市
立
釜
利
谷
東
小
学
校
校
長

上
桺
貴
義Ueyanagi Takayoshi

研究会 「確かな学び」      
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既習事項との関係を明確にする
◎これまでに学習したことを基にして発展的に学ぶプロセスを大切に
してください。既習内容の確認にもなり、基礎・基本の習得を深め
ることにもつながります。

指導内容を丁寧に分析する
◎指導の系統、指導内容を基に身に付ける力（特に数学的な考え方）
などを明確にすることが不可欠です。指導案に「単元の系統」という
項目を設けるなど、指導案作りの段階から意識しておくと良いでしょう。

活用の対象と方法を子どもが確認出来る板書を心掛ける
◎板書には、「思考対象」「思考過程」「思考結果」を可視化する
ための工夫が大切です。例えば、子どもの名前を添えて、子どもの思考
過程とその結果を丁寧に記述すると、子どもの理解の助けとなります。

教科書で教える指導を心掛ける
◎教科書「を」教える指導から、教科書「で」教える指導への転
換が必要です。「ねらい」に合った授業を展開するために、教科書
の課題などを基に少しアレンジをしながら、活用の文脈を描くことが求
められます。

齊藤先生からのアドバイス

「活用」を含む授業づくりのヒント

 問いの明確化、
 既習の整理から問いづくり

授業の入り口で、その時間に解決すべき「問
い」をクラスで共有することが大切。既習内容
を振り返り、「これまでとどこが違うのか」など
の新たな課題との関係を明確にすると、「今日
の授業では何を考えるのか」という問題意識が
明確になる

授業を分析

２年生
■既習事項からの整理　P.16 3

前時に学習した「39ー15」を振り返り、「25ー8」と
比較させたかった。一の位に着目し、「9ー5」は計算出
来るが、「5ー8」は出来ないという違いに気付かせれば、
「どうすれば25ー8を解けるか」という問題意識がより
高まったはず

■問いの焦点化　P.16 3

「25を何と何に分けようか」と問う際、教師には「10
と15」に分けて計算させる意図があったが、子どもは自
然な発想で「20と5」に分けた。「（１年生で習った）
15ー8と同じように計算するには、どう分けたら良いか」
と問うべき

6年生
■変わったことの確認　P.17 2  3
10 畳一室という条件から、6畳の別室を追加して計 16
畳という条件に変わった際、「19 人÷16 畳」「16 畳
÷19人」を計算して込み具合がどれだけ緩和されたのか
を確認した方が良かった（子どもからそのようなつぶやきが
あり、黒板にも式を書いたが計算はしなかった）。この計
算を授業の最後に行ったのは、不自然な流れだった

●予想→確認へ　P.17 2

最初に平等な部屋割りを予想し、計算して確かめる展開
は、「直感で予想したことを論理的に説明する」という算
数的な思考を育てる上で良かった

■確認事項の洗い出し　P.17 2

「10畳＝11人、6畳＝8人」という予想が出ないまま
授業を進めた。疑問を抱いた子どもがいただろうから、す
べての組み合わせを挙げて比較する必要があった

　    　メッセージをお寄せください

全国の先生方の授業改善の参考になればと、研究会の様子を公開してくださった釜利谷東
小学校へメッセージをお願いします。指導の参考になる、同じような課題に悩んでいるなどのご
感想や、更なる改善のご提案などご意見をお寄せください。編集部より学校へお届けします。

◎下記サイトにアクセスするとメッセージフォームが表示されます。ご記入の上、送信ください。

http://view21.jp/s9214/
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◎１日のうち、睡眠や食事・
身の回りのことと、学校の授
業などに、小学5・6年生は
約19時間かけている。残り
の自由に使える時間は5時間
程度にとどまる。中学生にな
ると部活動の時間が加わり、
睡眠時間が減る。

◎６割の小学5・6年生が夜
10時ごろまでに就寝してい
る。また、2割の子どもは11
時以降も起きている。
　朝食にかける時間で最も多
いのは「15分」で約５割を占
める。夕食には「30分」が６
割強で、「15分」「１時間以
上」もそれぞれ16％いる。

＊四捨五入の関係上、各項目の合計
は100％ちょうどにはならない

＊四捨五入の関係上、各項目の合計
は24時間ちょうどにはならない

出典 :「放課後の生活時間調査」
Benesse教育研究開発センター

出典 :「放課後の生活時間調査」
Benesse教育研究開発センター

24時間の使い方（11月の平日）

移動　55分

睡眠睡眠
8時間45分8時間45分

８時間27分８時間27分 １時間１時間
59分59分

7時間45分7時間45分 7時間34分7時間34分2時間2時間 １時間１時間
16分16分

１時間１時間
28分28分

56分

7時間34分7時間34分

学校学校
7時間30分7時間30分

食事・身の回りのこと　2時間3分

1時間 1時間36分 23分
13分 29分

1時間26分 44分
32分 29分

習い事　36分

16分

4分

5分

20分

遊び（学校以外）　44分

1時間21分

その他　27分

メディア　1時間17分
学習　1時間15分

人と話す・過ごす　23分
無回答・不明　4分

睡眠
8時間45分

８時間27分 １時間
59分

7時間45分 7時間34分2時間 １時間
16分

１時間
28分7時間34分

学校
7時間30分

就寝時刻

夕
食

朝
食

10時より前10時より前
30.130.1%%

10時ごろ10時ごろ
32.032.0%%

10時30分ごろ10時30分ごろ
17.17.44%%

10時より前
30.1%

5分5分
6.36.3%%

1100分分
27.27.99%%

15分15分
47.47.22%%

3300分分
17.17.22%%

5分
6.3%

10分
27.9%

1515分
16.116.1%

30分
64.64.7%

1時間以上時間以上
16.16.2%

15分
16.1%

30分
64.7%

1時間以上
16.2%

15分
47.2%

30分
17.2%

10時ごろ
32.0%

10時30分ごろ
17.4%

11時ごろ　11.9%

1時間以上　0.2%とらない　0.7%

とらない　0.0%
10分以下　2.4%

11時30分以降　7.5%

無回答・不明　1.2%

無回答・不明　0.5%

無回答・不明　0.6%

平均睡眠時間　8時間30分

平均朝食時間　15.5分

平均夕食時間　32.3分

■小学５年生

■小学６年生

■中学１年生

学習塾

家での勉強（学校の宿題以外 )

家での勉強（学校の宿題）

学習塾

家での勉強（学校の宿題以外 )
家での勉強（学校の宿題）

外での
遊び・スポーツ

テレビ・ＤＶＤ

部活動部活動部活動

朝食・夕食の時間

24時間

生
活
時
間

睡
眠
時
間
や
食
事
の
時
間
、
友
だ
ち
と
遊
ん
だ
り
習
い
事
を
す
る
時
間
な
ど
、

子
ど
も
た
ち
は
時
間
を
ど
の
よ
う
に
使
い
、
ま
た
ど
の
よ
う
に
使
い
た
い
と
感
じ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
は
、
小
学
５
・
６
年
生
の
時
間
の
使
い
方
に
対
す
る
意
識
と
、
放
課
後
を
中
心
と
し
た
一
日
の
過
ご
し
方
の
実
態
を
紹
介
す
る
。

子ども
と教育

 

第　2　回　

ベネッセ
の

データ
でみる

1日のうち自由に使えるのは約５時間1

２割が11時以降に就寝2

本コーナーで紹介している
調査結果の詳細は

ウェブサイトでご覧いただけます

httphttp://view21.jpview21.jp/s9221s9221/
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◎左図は、学校外の学習時間
について、それぞれの時間帯
に小学5・6年生が何をどの
ぐらいの割合で行っているか
を、居住地の人口規模別に示
している。都市部の子どもは
「宿題以外の家庭学習」や
「学習塾」の時間が長く、
「学校の宿題」にかける時間
が短い。
　学習の時間帯を見ると、夕
食前の夜７時ごろまでが最も
多い。

＊「特別区・指定都市」：東京23区と、
2008 年 11月現在の政令指定都市
17市

＊「テレビゲーム」には携帯ゲーム
機やオンラインゲームを含む

出典 :「放課後の生活時間調査」
Benesse教育研究開発センター

出典 :「放課後の生活時間調査」
Benesse教育研究開発センター

◎上図は、外遊び・スポーツやメディアにつ
いて、それぞれどの時間帯にどのぐらいの割
合で行っているかを示している。夕食前は
「外での遊び・スポーツ」、夕食後は「テレビ・
ＤＶＤ」「テレビゲーム＊」をして過ごす比率が
高い。
　本や新聞を読む時間はほとんどなく、習慣

となっていない様子がうかがえる。
　なお、それぞれの平均時間は、食事や
学習など、ほかの事をしながらではな
く、そのメディアに専念していた時間を
指す。そのため、実際に接していた時間
は、もう少し長い可能性がある。
　

学校外の学習時間（人口規模別）

遊び・メディアの時間

睡眠
8時間45分

８時間27分 １時間
59分

7時間45分 7時間34分2時間 １時間
16分

１時間
28分7時間34分

学校
7時間30分

10時より前
30.1%

10時ごろ
32.0%

10時30分ごろ
17.4%

5分
6.3%

10分
27.9%

15分
47.2%

30分
17.2%

15分
16.1%

30分
64.7%

1時間以上
16.2%

■特別区・指定都市＊

50

40

30

20

10

0

（％）

14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 0（時）

学習塾

家での勉強（学校の宿題以外 )

家での勉強（学校の宿題）

学習塾

家での勉強（学校の宿題以外 )

家での勉強（学校の宿題）

■特別区・指定都市以外の市町村
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学習塾

家での勉強（学校の宿題以外 )
家での勉強（学校の宿題）
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0

（％）

32102322212019181716151413121110987654

外での外での
遊び・スポーツ遊び・スポーツ

テレビゲーム

本・新聞

テレビ・ＤＶＤテレビ・ＤＶＤ

（時）

外での
遊び・スポーツ

テレビ・ＤＶＤ

部活動

夕食のピーク

夕食のピーク

夕食のピーク

下校後の勉強のピークは17時台3

本や新聞を読むのは１日５分4

http: view21.jp s9221

学習塾
平均38分/日

家での勉強
（学校の宿題以外）
平均29分/日

家での勉強
（学校の宿題）
平均27分/日

学習塾
平均20分/日 家での勉強

（学校の宿題以外）
平均18分/日

家での勉強
（学校の宿題）
平均39分/日

テレビ・DVD
1時間０４分/日

本・新聞
5分/日

テレビゲーム
平均17分/日

外での遊び・スポーツ
平均14分/日
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◎増やしたいと思っている時間
の上位三つは、「友だちと過ごす
時間」「外で遊ぶ・スポーツをする
時間」「睡眠時間」である。
　一方で、１人で過ごす時間を
増やしたいと思っている子どもも
１割強いる。

＊「あなたは次のような時間を増やした
いと思いますか」という質問に「増やした
い」と回答した比率

◎「毎日が楽しい」と感じて
いる子どもは約９割いる。一
方、「もっとゆっくり過ごし
たい」は約7割、「忙しい」
は約5割おり、子どもは多忙
感を感じているようだ。
　「毎日が楽しい」と答えた
子どもは、「毎日が楽しくな
い」と答えた子どもより、時
間の使い方の自己評価が高
い。これは、多忙感とは関連
性は低い。

人
と
過
ご
す
時
間

（％）10 20 30 40 50 600

睡眠時間

勉強時間

外で遊ぶ・
スポーツをする時間
（習い事を除く）

家族と
過ごす

友だちと
過ごす

一人で
過ごす

41.0

26.6

52.3

35.9

57.8

12.1

「毎日が楽しい」かつ「忙しい」子ども ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　70点
「毎日が楽しい」かつ「忙しくない」子ども ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　69点
「毎日が楽しくない」かつ「忙しい」子ども ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　59点
「毎日が楽しくない」かつ「忙しくない」子ども ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　56点

時間の使い方に関する
自己評価

（100点満点）

生
活
習
慣
、時
間
に
関
す
る
意
識

心
や
体
の
疲
れ

＊１

＊2

規則正しい
生活を
している

毎日が楽しい

約束の時間を
守るほうだ

もっとゆっくり
過ごしたい

時間をむだに
使っていると
感じる

忙しい

やる気が
起きない

（％）
10010 20 30 40 50 60 70 80 900

73.2

89.1

83.1

68.9

46.5

49.5

43.5

増やしたい時間

約６割が「友だちと過ごす時間を増やしたい」5

５割が多忙感を感じている6

時間の使い方、心や体の疲れ

＊1「次のことはどれくらい当てはまります
か」という質問に「とても当てはまる」「割
と当てはまる」と回答した比率
＊2　「次のように感じることがあります
か」という質問に「とても感じる」「割と感
じる」と回答した割合
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出典 :「放課後の生活時間調査」
Benesse教育研究開発センター

出典 :「放課後の生活時間調査」
Benesse教育研究開発センター



◎子どもには、自分で自由に使える時間が少ないよう

だ。小学５・６年生の睡眠時間は約8時間30分、学校

で過ごす時間は約7時間30分。食事や身の回りのこと

など、すべての小学生に必要な時間も含めると、残り

は約５時間となる（P.20　 ）。

◎下校後に、友だちと遊んだり習い事に通ったり、宿

題に取り組んで、夕食を食べ、テレビを見ていたら、

あっという間に就寝時刻になってしまう。そうした毎

日の積み重ねが、多忙感につながっている可能性が

ある。また、子ども自身ももっと上手に時間を使いた

いと感じている一方、忙しくても毎日楽しいと感じて

いる子どもは時間の使い方に関する自己評価が高い

（P.22　 ）。学校や保護者は、より上手な時間の使い

方の工夫を、発達段階に応じて伝えていくことが求め

られているのではないだろうか。

◎今回の調査結果の特徴としては、地域によって学習

時間に差が見られたことが挙げられる（P.21　 ）。こ

れは、遊びの時間や人と過ごす時間などには見られな

かった傾向だ。例えば、都市部では、学習塾も含めて

の学校外での学習時間が長く、通塾率も高い。一方、

学校の宿題をする時間は、都市部以外の地域の方が10

分程度多い。学習塾の少ない地域では、学校が相当量

の宿題を出すことによって、学習量を確保するよう配

慮しているのかもしれない。

◎子どもの放課後の過ごし方において、今後、課題に

挙げられるのは、2011年に全面実施となる新学習指導

要領だ。指導内容・授業時数が増えて、今よりも宿題

の量も増えることが考えられる。そうなると、子ども

の自由な時間はますます限られ、多忙感や疲労感にも

つながりかねない。

◎放課後の過ごし方は学校だけで指導しきれるもので

はないが、子どもたちが放課後の時間を有意義に過ご

せるよう、学校や家庭・地域の支援がますます重要に

なるのではないだろうか。

3

Benesse Research

1

6

限られた放課後の時間を
有意義に過ごせるような支援を

ま と め研修会や保護者会に役立つ！
子どもの生活時間に関する
お薦めウェブサイト

※上記は2009年7月時点での情報です

保護者の意識
について取り上げます

次号
予告

61　　　～　出典

「放課後の生活時間調査」Benesse教育研究開発センター
調査時期は2008年11月、調査対象は全国の小学５年生～高校２年生
で、有効回答数は合計8,017人（うち小学生は2,603人）。回収率は31.2
％。

◎小学４年生の学校外での時間の過ごし方を国際比較できる。
宿題の時間が短く、テレビ視聴の時間が長いことなどが分かる

厚生労働省

全国家庭児童調査

内閣府

低年齢少年の生活と意識に関する調査

第５回情報化社会と青少年に関する意識調査

総務省

社会生活基本調査

国立教育政策研究所

ＩＥＡ国際数学・理科教育動向調査の2007年調査

文部科学省

家庭で・地域で・学校でみんなで早寝早起き朝ごはん
─子どもの生活リズム向上ハンドブック─

◎家族そろって食事をする日数や、父母の仕事の種類別に見た
子どもとの会話時間など、保護者と子どものかかわり方が分か
る

http://www.mhlw.go.jp/toukei/list/72-16.html

◎家庭や学校での日常生活や地域とのかかわり、価値観など、
社会性に関連する意識を調べている。その一部として、起床時
間や就寝時間、休日の過ごし方など、時間に関する項目がある

http://www8.cao.go.jp/youth/kenkyu/teinenrei2/
zenbun/index.html

◎携帯電話、インターネット、テレビゲーム（オンラインゲー
ム）など、メディアに関する利用時間が詳しく分かる

http://www8.cao.go.jp/youth/kenkyu/jouhou5/
index.html

◎食事・睡眠など、基本的な生活習慣に関するデータが分かり
やすく示されている

http://www.mext.go.jp/a_menu/shougai/katei/
08060902.htm

◎10歳以上を対象に、日々の生活における「時間の過ごし方」
や1年間の「余暇活動」の状況などが、経年で分かる

http://www.stat.go.jp/data/shakai/2006/index.htm

http://www.nier.go.jp/timss/2007/index.html
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実
践
事
例

小
学
校
英
語
！
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ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基
礎
的
な
能
力
を
養
う
こ

と
を
目
標
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
11
年

か
ら
本
格
導
入
さ
れ
る
「
外
国
語
活
動
」

の
ね
ら
い
と
重
な
る
。
ま
た
、
導
入
当
初

か
ら
「
Ｔ
１
は
学
級
担
任
」
と
い
う
方
針

で
、
授
業
中
担
任
が
前
に
立
ち
、
児
童
の

様
子
を
し
っ
か
り
把
握
し
た
上
で
授
業
づ

く
り
を
す
る
こ
と
を
重
視
し
て
き
た
。

　

同
校
は
、
前
述
し
た
市
の
方
針
に
沿
っ

て
英
会
話
学
習
に
取
り
組
み
始
め
、
09
年

度
で
６
年
目
に
な
る
。
学
級
担
任
を
Ｔ
１

と
し
た
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
の
チ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ

ン
グ
に
よ
っ
て
、
次
の
よ
う
な
授
業
展
開

が
定
着
し
て
い
る
。

1
．
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
（
５
分
）

　

英
語
で
あ
い
さ
つ
し
、
英
語
の
歌
を
歌

　

う
2
．
前
時
の
復
習
（
５
分
）

　

前
回
習
っ
た
キ
ー
セ
ン
テ
ン
ス
を
Ａ
Ｌ

　

Ｔ
に
続
い
て
復
唱
す
る

3
．
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
ズ
・
ト
ー
ク
（
５
分
）

　

担
任
と
Ａ
Ｌ
Ｔ
が
、
本
時
の
キ
ー
セ
ン

　

テ
ン
ス
を
使
っ
た
自
然
な
会
話
（
ド
ラ

　

マ
）
を
英
語
で
実
演
。
内
容
を
子
ど
も

　

に
推
測
さ
せ
、
難
し
い
点
は
説
明
を
し

　

た
後
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
共
に
キ
ー
セ
ン
テ
ン

　

ス
の
発
音
練
習
を
す
る

4
．
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
（
25
分
）

　

足
利
市
は
、
2
0
0
3
年
度
に
国
の

英
会
話
教
育
特
区
に
認
定
さ
れ
た
。
04
年

度
、
同
市
立
け
や
き
小
学
校
を
含
む
五
つ

の
小
学
校
が
モ
デ
ル
校
に
指
定
さ
れ
た
の

を
皮
切
り
に
、全
学
年
を
対
象
と
し
た「
英

会
話
学
習
」
を
開
始
し
た
。
05
年
度
に
は
、

教
育
委
員
会
が
毎
時
間
の
テ
ー
マ
と
な
る

キ
ー
セ
ン
テ
ン
ス
と
指
導
案
が
載
っ
た
年

間
指
導
計
画
を
作
成
。
け
や
き
小
学
校
で

も
、
こ
の
年
間
指
導
計
画
を
ア
レ
ン
ジ
し

て
、
児
童
の
実
態
に
合
っ
た
独
自
の
授
業

案
を
作
成
し
て
い
る
。
英
会
話
学
習
で
は

「
聞
く
」「
話
す
」
を
重
視
し
、
コ
ミ
ュ
ニ

　

キ
ー
セ
ン
テ
ン
ス
を
取
り
入
れ
た
ゲ
ー

　

ム
を
実
施

5
．
レ
ビ
ュ
ー
（
２
分
）

　

Ａ
Ｌ
Ｔ
が
指
示
し
、
本
時
の
キ
ー
セ
ン

　

テ
ン
ス
を
復
習
す
る

6
．
ま
と
め
（
３
分
）

　

終
わ
り
の
あ
い
さ
つ
を
し
た
ら
、
子
ど

　

も
は
１
人
ず
つ
、
担
任
・
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
本

　

時
の
キ
ー
セ
ン
テ
ン
ス
を
確
認
し
て
教

　

室
を
出
る

　

6
年
生
の
担
任
と
し
て
英
会
話
学
習
を

指
導
す
る
湯
澤
典
子
先
生
は
、「
英
語
に

触
れ
る
こ
と
で
、
興
味
を
持
ち
、
英
語
を

使
っ
て
み
よ
う
と
思
っ
て
ほ
し
い
。
同
じ

人
間
と
し
て
、
外
国
人
と
垣
根
な
く
交
流

で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
学
習
の
ね
ら

い
で
す
」
と
語
る
。
そ
の
た
め
、
ド
ラ
マ

の
中
で
は
子
ど
も
が
興
味
を
持
て
る
ス
ポ
ー

ツ
や
日
常
生
活
を
題
材
に
選
ん
だ
上
で
、

足
利
市
立
け
や
き
小
学
校

湯
澤
典
子

Yuzaw
a Noriko

６
学
年
担
任

担
任
が
リ
ー
ド
し
、

児
童
を
引
き
込
む
授
業
を

実
現
す
る

学
級
担
任
が
主
導
の
活
動
を
し
た
い
と
考
え
な
が
ら
、
具
体
的
な
指
導
方
法
に

悩
む
学
校
も
多
い
だ
ろ
う
。
足
利
市
立
け
や
き
小
学
校
で
は
、

「
Ｔ
１
は
学
級
担
任
」
を
前
提
と
し
、
担
任
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
部
分
を

大
切
に
指
導
す
る
こ
と
で
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
の
効
果
的
な
連
携
体
制
を
築
い
て
い
る
。

学
級
担
任
だ
か
ら
で
き
る

役
割
を
明
確
に
し

Ａ
Ｌ
Ｔ
と
連
携
す
る

栃
木
県
足
利
市
立
け
や
き
小
学
校

ブ
リ
ジ
ッ
ト
・

ビ
ー
バ
ー

Bridget Beaver

足
利
市
A
L
T



足利市の年間指導計
画を参考に、随時担任
に相談しながら授業の
指導案を作成

指導案
作成

授業前
ミーティング

授業中

ALTの指導案を基に児
童の実態に合わせてア
レンジする

授業を英語で進行する
ことで、子どもたちを自然
な英語に触れさせる

ゲームのルールやドラマ
の内容などを日本語で説
明。子どもの理解度に目
を配りながら、進度や内容
をＡＬＴと相談し、調整する

ALTと担任で作成した指導案について、子どもに適
した題材か、難易度は適切かを改めて学年の教師
全員とALTで確認。話し合いながら、使用するセンテ
ンスや単語、アクティビティを調整していく

学級担任 ALT

キーセンテンスの難易度は適切だ
ったか

アクティビティは適切だったか

子どもたちは、楽しんでいたか

前時と関連性がある表現は
入っているか

会話として自然な表現か

子どもが理解できる単語・表現か

前時の
感想・反省

キーセンテンス
の確認

ルールやグループ分け等の方法は
適切か

キーセンテンスの定着に
ふさわしい内容か

子どもが意欲を持って
取り組める内容か

アクティビティ
の確認
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図１ 学級担任とALTの役割分担

図２ 担任の授業前ミーティング確認ポイント

自
然
な
英
語
表
現
や
前
時
で
学
ん
だ
セ
ン

テ
ン
ス
を
入
れ
る
こ
と
を
心
掛
け
て
い
る
。

　

会
話
の
す
べ
て
の
内
容
は
理
解
で
き
な

く
て
も
、
推
測
し
、
意
味
を
把
握
す
る
こ

と
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
は
大
切
で

あ
る
と
考
え
、
子
ど
も
に
も
分
か
る
単
語

を
使
用
し
た
り
、
担
任
と
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
身
ぶ

り
な
ど
か
ら
話
の
流
れ
を
考
え
て
発
表
さ

せ
る
活
動
も
盛
り
込
ん
で
い
る
。
一
方
、

英
語
に
対
す
る
苦
手
意
識
を
持
た
せ
な
い

た
め
に
、
子
ど
も
が
理
解
し
に
く
い
部
分

は
担
任
が
日
本
語
で
丁
寧
に
説
明
す
る
。

授
業
の
冒
頭
に
前
時
の
復
習
を
入
れ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
児
童
に
「
聞
い
た
こ
と
が

あ
る
」「
英
語
が
分
か
る
か
も
」
と
思
わ
せ
、

英
語
に
親
し
み
を
持
た
せ
る
こ
と
も
工
夫

の
一
つ
だ
。

　

同
校
で
は
、
学
級
担
任
と
A
L
T
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
味
を
生
か
し
て
連
携
し

て
い
る
（
図
１
）。
具
体
的
に
二
つ
の
場

面
か
ら
見
て
み
よ
う
。

　

ま
ず
、
授
業
前
に
は
学
年
ご
と
に
学
級

担
任
と
A
L
T
で
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行

う
。
前
時
で
の
取
り
組
み
を
踏
ま
え
て
、

A
L
T
が
「
自
然
な
英
語
を
使
う
」
と

い
う
観
点
か
ら
指
導
案
を
作
成
す
る
。
担

任
は
子
ど
も
の
実
態
か
ら
検
討
し
、
修
正

を
加
え
て
い
く
。
例
え
ば
、「
新
し
い
キ

ー
セ
ン
テ
ン
ス
が
二
つ
以
上
出
て
く
る
の

は
難
し
い
の
で
は
な
い
か
？
」「
児
童
が

参
加
し
や
す
い
こ
ち
ら
の
ゲ
ー
ム
に
変
更

し
た
方
が
い
い
の
で
は
な
い
か
？
」
な
ど

を
Ａ
Ｌ
Ｔ
に
指
摘
す
る
。
担
任
が
授
業
の

流
れ
を
事
前
に
把
握
す
る
と
い
う
目
的
に

加
え
、
よ
り
児
童
の
実
態
に
合
っ
た
活
動

に
し
て
い
く
場
で
も
あ
る
の
だ
（
図
２
）。

　

次
に
、
授
業
に
お
い
て
は
「
担
任
が

T
1
、
A
L
T
が
T
2
」
と
い
う
意
識

を
持
っ
て
進
め
ら
れ
る
。
担
任
は
児
童
の

名
前
や
班
割
り
、
ゲ
ー
ム
の
日
本
語
で
の

説
明
な
ど
を
担
当
。
湯
澤
先
生
は
、「
普

段
な
か
な
か
発
言
し
な
い
子
ど
も
が
手
を

挙
げ
て
い
た
ら
、
優
先
し
て
そ
の
子
を
指

名
す
る
な
ど
の
配
慮
が
で
き
る
の
は
担
任

だ
け
で
す
」
と
強
調
す
る
。
子
ど
も
が
理

解
し
て
い
な
い
様
子
で
あ
れ
ば
、
途
中
で

A
L
T
と
相
談
し
て
、
レ

ビ
ュ
ー
の
時
間
を
延
長
す

る
な
ど
の
対
応
を
取
る
場

合
も
あ
る
。「
担
任
の
目

か
ら
見
て
、
子
ど
も
た
ち

の
理
解
度
が
足
り
な
い
場

合
は
A
L
T
に
で
き
る

だ
け
英
語
で
相
談
を
持
ち

か
け
ま
す
。
こ
れ
に
は
、

子
ど
も
た
ち
に
『
先
生
も

英
語
を
話
し
て
い
る
』
と

感
じ
さ
せ
る
意
味
も
あ
り

ま
す
。
た
と
え
簡
単
な
言
葉
で
も
、
担
任

が
頑
張
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
れ
ば
、
子

ど
も
た
ち
は
励
ま
さ
れ
る
の
で
す
」（
湯

澤
先
生
）。
A
L
T
が
自
然
な
英
語
で
授

業
を
進
行
し
、
担
任
が
児
童
の
理
解
を
深

め
て
い
く
、
け
や
き
小
学
校
の
連
携
の
カ

ギ
が
こ
こ
に
あ
る
。

　

ま
た
足
利
市
で
は
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
が
給
食
の

時
間
や
昼
休
み
に
子
ど
も
と
一
緒
に
過
ご

し
、
掃
除
も
手
伝
っ
て
い
る
。
Ａ
Ｌ
Ｔ
と

子
ど
も
が
親
し
く
な
る
た
め
の
市
の
方
針

だ
が
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
教
師
の
距
離
を
縮
め
る

結
果
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
「
子
ど
も
も
先
生
も
、
私
に
親
し
み
を

感
じ
て
く
れ
て
い
る
の
が
分
か
り
ま
す
」

と
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
ブ
リ
ジ
ッ
ト
・
ビ
ー
バ
ー
先

生
は
話
す
。
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
と
い

う
実
感
が
や
り
が
い
に
つ
な
が
る
。

　
「
Ａ
Ｌ
Ｔ
は
『
お
客
さ
ま
』
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
同
じ
教
師
と
し
て
人
間
関
係
を

築
く
こ
と
が
、
連
携
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る

ポ
イ
ン
ト
だ
と
思
い
ま
す
」（
湯
澤
先
生
）

　

Ａ
Ｌ
Ｔ
が
生
き
た
英
語
に
触
れ
る
機
会

を
提
供
す
る
。
学
級
担
任
は
、
そ
の
機
会

を
生
か
し
、
目
の
前
の
子
ど
も
の
実
態
に

合
わ
せ
て
、
授
業
を
つ
く
っ
て
い
く
。
担

任
な
ら
で
は
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
な
ら
で
は
の
観
点

を
大
切
に
す
る
こ
と
が
両
者
の
連
携
の
第

一
歩
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

担
任
と
A
L
T
、

お
の
お
の
が
強
み
を
生
か
し

効
果
的
に
連
携
す
る



I want to
paint a picture.

What do you
want to do?

小
学
校
英
語
！

■目標 ・自分がしたいことを答える
 ・動作・行為を表す表現を覚える

■扱う表現 ・ What do you want to do?
 ・ I want to …

■準備するもの ・「フラッシュカード」（単語と絵が描いてあるカード）

1 英語であいさつをする
“How is the weather today?”/ “What day is today?” 
“What month is it?”/ “What is today’s date?”

2 英語の歌をみんなで歌う

1 ドラマ
担任　Bridget, what are you doing?
ALT　Right now? I’m studying Japanese!
担任　I see! After that, what do you want to do?
ALT　I want to take a nap! Studying makes me 

tired!

2 ドラマの類推・説明
子どもたちにドラマの内容について考えさせる

3 本時の説明をする
キーセンテンスを紹介

What do you want to do?
I want to …

4 キーセンテンスの練習
フラッシュカードを見て単語の意味を確認しながら
ALTの発音を復唱

What do you want to do?
I want to …
take a nap, cook, eat（takoyaki / spaghetti）,  read 
（a book / a newspaper）, study （Japanese / 
English）, watch TV , play （video games / soccer / 
dodge ball）, go shopping, go to the beach, etc.

13 イントロダクションティーチャーズ・トーク

5分5分

担任とＡＬＴの連携授業　けやき小学校指導案より
「何がしたいのかを答えよう」（６年生）

1 前時のキーセンテンスをALTが言う
“What are you doing?”
 “I’m ○○○ing …”

2 子どもに復唱させる

2 前時の復習

5分

〈活動のポイント〉
●歌は１カ月に１度くらいの頻度で変更。易し
過ぎる曲では子どもが飽きやすいため、近
年欧米でヒットした曲などにチャレンジさせ
る。詳細な意味が分からなくてもその国の
文化に触れさせることに意味がある、とい
う意図で人気曲を選んでいる

1point

（キーセンテンス）
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Playing baseball.

〈担任の指導のポイント〉
●重要な部分の説明は担任が日本語で行う
●学ぶテーマによって、ドラマの長さや扱う会話が違うため、
授業前のミーティング時に調整をしておく

〈活動のポイント〉
●意味を類推させることで主体性を養い、すべて理解してい
なくてもコミュニケーションできる素地をつくる

●テーマによっては、ドラマで小道具を使用するのも効果的

2point

〈担任の指導のポイント〉
●慣れてくると、子どもはキーセンテンスをアレンジして自
分の考えを伝えようとするので、その都度“Good job!”
などと褒める

〈活動のポイント〉
●一人ひとり授業を振り返らせることによって、それぞれの
習熟度を把握することができる

4point

1 ゲームのルールを説明をする
　シャレード（ジェスチャーゲーム）とピクショナリー
（描いた絵が何かを当てるゲーム）を交ぜたゲーム

2 ３チームに分ける

3 各チームの代表者１人を廊下に集合させ、ALTから
問題となる動作を伝える

4　代表者が黒板の前に立ち、全員で“What do you 
want to do?”と尋ねる。ALTがコインを投げる。
表が出たらジェスチャーをし、裏が出たら絵で表す

5 代表者によるジェスチャーまたは描いた絵を見て、
何を表しているかを各チームで相談し、全員が分か
ったら起立

4 アクティビティ

25分

〈担任の指導のポイント〉
●早さを競うものではないということを理解させるため、
チームの全員が分かってから起立・解答するように促す

●答えられていないチームがあればアドバイスをしたり、
ＡＬＴにそのチームが答えられるような配慮をするよう
伝える

●児童の様子から理解度を推し量り、ゲームの長さをコン
トロールする

〈活動のポイント〉
●どのチームも最後まで意欲が持てるように、これまでの
点数が帳消しになるようなカードも交ぜておく

3point

6 全員一緒に解答。正しく答えられたら、得点カード
を１枚選び、その裏に書いてある数字がチームの得
点となる。間違えていたら、次に早かったチームに
解答権が移動

7 ゲームの結果を発表して、拍手で終了

1 本時のキーセンテンスを復習し、“See you next 
week!”とあいさつ

2 教室の入り口に子どもを２列に並ばせる

3 担任、ALTが１列ずつ担当し、一人ひとりに“What 
do you want to do?”と聞き、答えさせる

4 子どもの答えを確認し、ハイタッチで授業終了

5 レビューとまとめ

5分
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学校と
　家庭の学び

な
る

つ が
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友
だ
ち
の
保
護
者
に
褒
め
ら
れ
て

子
ど
も
の
笑
顔
が
輝
く

　

さ
ぬ
き
市
立
志
度
小
学
校
は
、
あ
る
工

夫
を
加
え
た
授
業
参
観
を
行
っ
て
い
る
。

年
間
５
回
の
授
業
参
観
の
う
ち
、
６
〜
７

月
に
実
施
す
る
授
業
参
観
を
、
親
子
が
一

緒
に
教
室
で
学
ぶ
「
保
護
者
参
加
型
」
に

し
て
い
る
の
だ
。

　

親
子
が
一
緒
に
学
ぶ
と
は
具
体
的
に
ど

の
よ
う
な
授
業
な
の
か
。
2
0
0
9
年

６
月
に
行
わ
れ
た
６
年
生
の
授
業
参
観
を

見
て
み
よ
う
。

　

６
年
い
組
の
授
業
は
家
庭
科
の
授
業
だ

っ
た
。
子
ど
も
が
家
か
ら
持
参
し
た
み
そ

と
野
菜
を
使
っ
て
み
そ
汁
を
作
り
、
保
護

者
と
一
緒
に
味
わ
う
と
い
う
内
容
だ
。
子

ど
も
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
の
味
の
再
現

を
目
指
す
。
保
護
者
は
一
緒
に
調
理
こ
そ

し
な
い
が
、
事
前
に
み
そ
の
溶
き
方
や
野

菜
を
入
れ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
、
我
が
家

の
み
そ
汁
を
作
る
コ
ツ
を
子
ど
も
に
教
え

て
い
る
。

　

子
ど
も
が
作
っ
た
み
そ
汁
が
出
来
上
が

る
と
、
親
子
で
テ
ー
ブ
ル
を
囲
み
、
一
緒

に
食
べ
る
。
食
事
が
始
ま
っ
て
間
も
な
く
、

「
野
菜
の
切
り
方
ま
で
、
家
の
み
そ
汁
に

そ
っ
く
り
。
そ
こ
ま
で
は
ア
ド
バ
イ
ス
し

な
か
っ
た
の
に
、
普
段
か
ら
観
察
し
て
い

た
の
ね
」「
だ
し
を
し
っ
か
り
取
っ
て
い

て
、
家
の
み
そ
汁
よ
り
お
い
し
い
か
も
」

な
ど
と
、
子
ど
も
に
感
想
を
伝
え
る
保
護

者
の
声
が
上
が
る
。
子
ど
も
は
、「
家
で

い
つ
も
飲
ん
で
い
る
か
ら
覚
え
て
い
る

よ
」「
だ
し
は
こ
こ
を
工
夫
し
た
ん
だ
」

な
ど
と
う
れ
し
そ
う
に
答
え
て
い
た
。

　

６
年
生
の
他
の
２
ク
ラ
ス
は
、
教
室
で

の
授
業
だ
っ
た
。
ど
ち
ら
の
ク
ラ
ス
で
も
、

保
護
者
は
最
初
の
15
分
ほ
ど
は
教
室
の
後

方
や
廊
下
で
授
業
を
見
学
し
、
担
任
の
合

図
で
一
斉
に
子
ど
も
の
隣
り
へ
行
く
。

　

６
年
ろ
組
は
社
会
科
の
授
業
で
、５
、６

人
の
子
ど
も
に
そ
れ
ぞ
れ
の
保
護
者
が
加

わ
っ
て
１
グ
ル
ー
プ
と
な
り
、「
歴
史
人

物
カ
ル
タ
」
に
挑
戦
し
た
。
子
ど
も
が
歴

史
上
の
人
物
の
略
歴
を
読
み
上
げ
る
と
、

そ
の
人
物
の
絵
札
を
他
の
親
子
が
探
す
と

い
う
ゲ
ー
ム
だ
。

　

グ
ル
ー
プ
活
動
な
の
で
、
言
葉
を
交
わ

す
の
は
親
子
同
士
と
は
限
ら
な
い
。
グ
ル

ー
プ
の
子
ど
も
が
絵
札
を
取
る
と
、
保
護

者
は
我
が
子
で
な
く
て
も
、「
よ
く
知
っ

て
い
る
わ
ね
」
と
声
を
掛
け
た
り
、
人
物

が
分
か
ら
ず
困
っ
て
い
る
子
ど
も
に
、「
そ

の
人
は
こ
ん
な
こ
と
も
し
た
ん
だ
よ
」
な

ど
と
ヒ
ン
ト
を
与
え
る
姿
も
見
ら
れ
た
。

親
子
が
学
び
合
う

保
護
者
参
加
型
の
授
業
参
観

香
川
県
さ
ぬ
き
市
立
志
度
小
学
校

「
学
び
合
い
」の
あ
る
授
業
づ
く
り
を
進
め
る
さ
ぬ
き
市
立
志
度
小
学
校
で
は
、そ
の
一
環
と
し
て
保
護
者
と
子
ど
も
が

一
緒
に
授
業
を
受
け
る
参
加
型
の
授
業
参
観
を
実
施
し
て
い
る
。
学
校
で
の
子
ど
も
の
様
子
を
間
近
で
見
ら
れ
る
機
会
と
し
て
好
評
で
、

参
加
率
は
例
年
９
割
を
超
え
る
。
保
護
者
の
力
を
生
か
し
た
教
育
を
進
め
る
、同
校
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。
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さぬき市立志度小学校長

長谷川誠二
Hasegawa Seiji

香川県さぬき市立志度小学校
◎ 1872（明治５）年創立。香川県教育委員会から
2007 年に「ステップアップスクール」の研究校に
指定され、保護者参加型の授業参観など、学校と家
庭の連携を強める取り組みをスタート。さまざまな
形で学校と家庭の情報交換を実施している。

校長 長谷川誠二
児童数 735 人
学級数 24 学級（うち特別支援学級２学級）　
所在地 〒 769-2101
 香川県さぬき市志度 727番地
TEL 087-894-0041
URL http://ew.sanuki.ne.jp/shido/

　

６
年
は
組
は
国
語
の
授
業
。
親
子
が
一

組
に
な
り
、
偏
や
つ
く
り
か
ら
漢
字
を
当

て
る
ク
イ
ズ
に
取
り
組
ん
だ
。
ろ
組
と
同

様
、
子
ど
も
と
一
緒
に
課
題
に
熱
中
す
る

保
護
者
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
保
護
者
の

姿
が
見
ら
れ
た
。

学
校
で
の
学
び
を 

家
庭
へ
つ
な
げ
る
活
動

　

志
度
小
学
校
が
こ
の
よ
う
な
参
加
型
の

授
業
参
観
を
始
め
た
の
は
、
07
年
度
の
こ

と
だ
。
そ
の
背
景
に
は
、
新
し
い
学
習
指

導
要
領
で
強
調
さ
れ
て
い
る
言
語
力
や
表

現
力
、
思
考
力
を
伸
ば
す
た
め
の
授
業
づ

く
り
に
お
い
て
、
同
校
が
「
学
び
合
い
」

と
い
う
目
標
を
掲
げ
た
こ
と
が
あ
る
。
研

究
主
任
の
六
車
信
二
先
生
は
、
次
の
よ
う

に
説
明
す
る
。

６年い組の家庭科の授業。何組かの親子が一つのテー
ブルを囲み、子どもたちが作ったそれぞれの家庭の味を
楽しむ

６年ろ組の社会の授業。歴史上の人物の描かれたカル
タが机の上に散らばる。札を取るにしてもヒントを出すに
しても、保護者の知識の深さの見せどころだ

６年は組の国語の授業。漢字クイズは、部首を手掛かり
に何という漢字かを当てる。部首の名前や意味を教える
保護者も、それを聞く子どもも、共に真剣だ

さぬき市立志度小学校

六車信二
Muguruma Shinji

３学年担任、研究主任

表　授業参観のこれまでの取り組み例

１
年

学級
活動

カラーテスターをした子どもの歯を、
保護者が確認。どこに磨き残しがあ
ったかを記録し、保護者が子どもに
歯の磨き方をアドバイスする。授業
後の感想を親子でワークシートに記
入し、家庭での実践につなげる

社会 ごみの処理
と利用

子どもは事前に、ごみを出さない工
夫について保護者に取材し、カード
にまとめてきている。授業参観では
複数の親子でグループになってカー
ドを分類しながら、ごみの再利用に
ついて考える

国語 会話名人
になろう

どのような話し方をすれば自分も相
手もよい気持ちでいられるかを親子
でさまざまなシチュエーションに応じて
考える

２
年 図工 動く仕組みを

使って

ストローを使っておもちゃを作る。保
護者と相談しながら作ることにより、
ストローの特徴を生かした動く仕組
みに気付き、動きに合った飾り付け
を工夫することができる

歯をきれいに
磨こう

学年 教科 授業名 授業内容

５
年

４
年

む
ぐ
る
ま
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て
知
る
機
会
に
も
な
る
で
し
ょ
う
」（
六

車
先
生
）

　

長
谷
川
誠
二
校
長
も
言
葉
を
継
ぐ
。

　
「
保
護
者
に
と
っ
て
、
子
ど
も
と
一
緒

に
授
業
に
参
加
す
る
こ
と
は
、
子
ど
も
同

士
の
つ
な
が
り
や
、
そ
の
つ
な
が
り
の
中

で
子
ど
も
が
ど
の
よ
う
に
学
ん
で
い
る
の

か
を
近
く
で
見
ら
れ
る
機
会
と
な
り
ま
す
。

保
護
者
の
知
ら
な
い
我
が
子
の
一
面
を
見

る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
」

　

授
業
参
観
中
、
保
護
者
に
子
ど
も
の
隣

に
い
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
工
夫
も
要
る
。

毎
年
、
参
加
率
は
全
校
で
９
割
以
上
に
上

る
た
め
、
保
護
者
全
員
が
教
室
に
入
る
と
、

普
通
の
教
室
で
は
手
狭
に
な
っ
て
し
ま
う

か
ら
だ
。「
担
任
の
机
間
指
導
に
も
影
響

し
か
ね
な
い
の
で
、
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
で

き
る
よ
う
工
夫
し
て
い
ま
す
」
と
六
車
先

生
は
言
う
。
机
の
配
置
を
変
え
た
り
、
大

型
の
教
室
で
行
う
な
ど
、
授
業
内
容
に
合

わ
せ
て
対
応
し
て
い
る
。

　

ま
た
授
業
内
容
で
は
、
保
護
者
が
力
を

発
揮
で
き
る
よ
う
配
慮
し
て
い
る
。

　
「
授
業
参
観
で
は
、『
お
父
さ
ん
や
お
母

さ
ん
は
す
ご
い
な
』
と
い
う
子
ど
も
の
気

持
ち
も
引
き
出
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

保
護
者
の
小
さ
い
頃
の
思
い
出
を
授
業
の

素
材
に
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
子
ど
も

に
と
っ
て
は
、
保
護
者
の
話
を
通
し
て
生

　
「『
学
び
合
い
』
の
ね
ら
い
は
、
友
だ
ち

の
長
所
を
見
つ
け
て
、
積
極
的
に
そ
の
長

所
に
学
ぼ
う
と
い
う
気
持
ち
を
育
て
る
こ

と
で
す
。『
友
だ
ち
の
意
見
を
聞
い
た
ら

自
分
の
考
え
が
深
ま
っ
た
』
と
い
う
実
感

を
大
事
に
し
た
か
っ
た
の
で
、
ど
の
教
科

の
授
業
で
も
子
ど
も
同
士
が
話
し
合
う
機

会
を
多
く
設
け
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
先

生
方
と
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
っ
た
結
果
、

グ
ル
ー
プ
活
動
を
重
視
し
て
子
ど
も
が
互

い
に
意
見
を
言
う
場
を
確
保
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
ま
ず
グ
ル
ー
プ
内
で
話
し

合
っ
て
意
見
を
ま
と
め
、
次
に
グ
ル
ー
プ

間
で
意
見
を
発
表
し
合
い
ま
す
。
そ
う
す

る
こ
と
で
、
学
び
合
う
心
は
ク
ラ
ス
全
体

で
共
有
さ
れ
る
と
考
え
た
の
で
す
」

　

こ
の
考
え
の
延
長
と
し
て
、
保
護
者
参

加
型
の
授
業
参
観
を
設
け
た
の
だ
。

　

親
子
の
学
び
合
い
に
は
、
ど
の
よ
う
な

効
果
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
「
子
ど
も
は
保
護
者
と
話
し
合
い
な
が

ら
授
業
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
っ
て
、

自
分
の
表
現
や
思
考
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
活
動
主
体
の
授
業
で
あ
れ
ば
、

自
分
の
親
だ
け
で
な
く
友
だ
ち
の
保
護
者

と
も
一
緒
に
課
題
に
取
り
組
み
ま
す
。
さ

ま
ざ
ま
な
大
人
の
考
え
や
価
値
観
に
触
れ
、

子
ど
も
の
学
び
は
更
に
深
ま
っ
て
い
く
の

で
す
。
保
護
者
の
知
識
の
奥
深
さ
を
改
め

「ほけんだより」。保護者の悩みや
各家庭での工夫などの紹介を積
極的に行っている。紙面を通して、
子どもを中心にした保護者同士
のつながりが深まった

図2　「ほけんだより」

図1　学校だより「志度っ子・ぐんぐん」
学校だより「志度っ子・ぐんぐん」。
子どもの生活面、学習面での習
慣改善について家庭に協力を求
める。連載コラムの内容は、各教
師による自主学習や勉強法につ
いての体験談、アドバイスなど



保護者向け冊子
「家庭で楽しく！

子どもの『ことばの力』が育つ本」

ベ
ネ
ッ
セ
は
、『
学
校
＆
家
庭　
学
び
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ベ
ネ
ッ
セ
は
２
０
０
７
年
度
か
ら「
家
庭
学
習
に
関
す
る
冊
子
」や「
教
育
に
関
す
る
情
報
冊
子
」な
ど
を
先
生
方
や
ご
家
庭
に
無
料
で
提
供
す

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
学
校
＆
家
庭　

学
び
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

２
０
０
９
年
１０
月
は
、保
護
者
向
け
冊
子「
家
庭
で
楽
し
く
！　

子
ど
も
の『
こ
と
ば
の
力
』が
育
つ
本
」「
独
立
せ
よ
２
０
０
９　

ジ
ブ
ン
よ
ス

ス
メ　

ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
」、な
ら
び
に
、学
校
と
家
庭
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
ご
活
用
い
た
だ
け
る
新
一
年
生
用「
は
じ
め
て
の
れ
ん
ら
く
ち
ょ

う
」の
お
申
し
込
み
受
付
を
行
い
ま
す
。貴
校
の
教
育
活
動
に
ぜ
ひ
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

学校＆家庭　学び応援プロジェクト
ホームページ
http://www.benesse.co.jp/
manabiouen/
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活
ス
タ
イ
ル
や
時
代
の
変
化
に
触
れ
る
良

い
機
会
に
な
り
ま
す
」（
六
車
先
生
）

　

教
師
か
ら
保
護
者
に
、「
参
観
日
の
授

業
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
事
前
に
親
子
で
話

し
合
っ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
」
と
連
絡
帳

や
プ
リ
ン
ト
を
使
っ
て
お
願
い
す
る
こ
と

も
あ
る
。

　
「
子
ど
も
と
保
護
者
の
学
び
合
い
を
教

室
内
で
終
わ
ら
せ
ず
、
家
庭
へ
連
続
さ
せ

よ
う
と
心
掛
け
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に

何
を
す
る
か
が
、
教
師
の
工
夫
の
し
ど
こ

ろ
で
す
。私
は
、授
業
参
観
の
最
後
に
、『
今

日
の
授
業
で
気
付
い
た
こ
と
を
家
で
ま
と

め
て
ご
ら
ん
』
と
、
親
子
で
一
緒
に
出
来

る
宿
題
を
出
し
て
い
ま
す
」（
六
車
先
生
）

子
ど
も
を
中
心
に　
　
　
　
　

学
校
と
家
庭
が
連
携

　

志
度
小
学
校
は
授
業
参
観
以
外
に
も
、

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
学
校
と
家
庭
が
連
携
し

た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

　
「
規
則
正
し
い
食
生
活
や
家
庭
学
習
の

習
慣
を
付
け
よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
学

校
だ
け
の
取
り
組
み
で
は
限
界
が
あ
り
ま

す
。
子
ど
も
の
生
活
の
基
盤
で
あ
る
家
庭

と
連
携
し
て
こ
そ
、徹
底
で
き
ま
す
」（
長

谷
川
校
長
）

　

家
庭
へ
の
働
き
掛
け
の
中
心
に
な
る
の

は
、
学
校
だ
よ
り
「
志
度
っ
子
・
ぐ
ん
ぐ

ん
」
だ
（
図
１
）。
子
ど
も
の
学
校
で
の

様
子
を
報
告
し
た
り
、
学
習
習
慣
の
改
善

を
呼
び
掛
け
た
り
す
る
だ
け
で
な
く
、
教

師
が
家
庭
学
習
の
勉
強
法
を
ア
ド
バ
イ
ス

す
る
連
載
コ
ー
ナ
ー
も
あ
る
。

　

学
校
外
で
の
生
活
や
家
庭
学
習
の
様
子

を
知
る
た
め
に
は
、「
生
活
リ
ズ
ム
調
べ
」

や
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
ノ
ー
ト
」
を
活
用
す
る
。

ど
ち
ら
に
も
保
護
者
か
ら
の
通
信
欄
を
設

け
て
い
る
。
保
護
者
は
気
に
な
っ
た
こ
と

を
担
任
に
向
け
て
書
く
の
で
、
担
任
は
、

自
分
の
目
の
届
か
な
い
場
所
で
子
ど
も
が

ど
う
行
動
し
て
い
る
か
を
知
る
こ
と
が
出

来
る
。

　

同
校
は
積
極
的
に
情
報
を
発
信
す
る
一

方
で
、
家
庭
か
ら
の
情
報
も
求
め
、
集
ま

っ
た
情
報
は
、
各
家
庭
間
の
連
携
に
役
立

て
て
い
る
。

　
「『
ほ
け
ん
だ
よ
り
』（
図
２
）
の
紙
面

を
工
夫
し
て
、
保
護
者
同
士
の
意
見
交
換

の
コ
ー
ナ
ー
を
つ
く
り
ま
し
た
。
子
ど
も

の
生
活
に
か
か
わ
る
い
ろ
い
ろ
な
悩
み
や

迷
い
を
保
護
者
間
で
共
有
す
る
ス
ペ
ー
ス

で
す
。
各
家
庭
で
の
解
決
策
や
工
夫
も
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。『
ほ
け
ん
だ
よ
り
』

上
で
の
交
流
は
、
直
接
会
っ
て
こ
そ
い
な

い
も
の
の
、
保
護
者
同
士
の
結
び
つ
き
を

強
め
て
い
る
と
思
い
ま
す
」（
六
車
先
生
）

　

家
庭
と
の
連
携
に
つ
い
て
、
長
谷
川
校

長
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
保
護
者
に
と
っ
て
も
学
校
に
と
っ
て

も
、
最
も
大
事
な
こ
と
は
、
子
ど
も
の
健

や
か
な
成
長
で
す
。
こ
の
共
通
の
目
的
の

た
め
に
、
学
校
と
家
庭
は
今
以
上
に
情
報

の
や
り
と
り
が
出
来
る
と
思
い
ま
す
。
家

庭
か
ら
の
情
報
を
得
る
に
は
、
ま
ず
学
校

が
情
報
を
公
開
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

少
し
で
も
多
く
学
校
の
こ
と
を
知
っ
て
も

ら
う
た
め
に
、
保
護
者
参
加
型
の
授
業
参

観
や
学
校
だ
よ
り
な
ど
を
一
層
充
実
さ
せ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

保
護
者
が
学
校
を
信
頼
し
、
取
り
組
み

に
理
解
を
示
し
て
い
る
こ
と
は
、
お
よ
そ

９
割
と
い
う
授
業
参
観
の
出
席
率
に
も
表

れ
て
い
る
。
志
度
小
学
校
が
目
指
す
の
は
、

学
校
と
家
庭
が
一
緒
に
子
ど
も
を
育
て
る

関
係
だ
。
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て自由に語り合える雰囲気 
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図
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教
材
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が
取
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し
や
す
く
ま
と
め
ら
れ
た
ス
ペ
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